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  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

  ፭Ꭼ㕳Ⴉ第 ӻ 回定例会は、 2 月 26 ႘から ӽ 月

ӻԂ ႘までの 2ӻ ႘৖の会期で開௹されました。

Ӡ 今回の定例会では、 㕱㕳኎の議員がࡴᄤಱኴを

行փ、 市ทに֣փて活ᄇな議Ꭺが行׎れました。

௻೸႘には२ඛ႞委員会։ֲׇያ్特別委員会の

委員ྙׇりሇெを೥֐、 ၀Ꭺ、 ంଂを行փ、 ๺議

案に֣փてईଂしました。 また、 議員ᄇ議が㕲ଉ

提出され、 փ֙れも๺会ࡴཙにׇり原案ईଂされ

ました。

፭Ꭼ㕳Ⴉဗࡴᄤ会૱ဴഷያ్　Ӽӽԁࣳ ԁӶԂӺӺቮࣅ

Ө፭Ꭼ㕳Ⴉဗのශਊಈ઄

RӽႩӽ月ӻԂ႘Өईଂ

 Å議案に対して、 議ྙが議員に౑ᄵの࡝౩

    ᅳಘをਿめるሑሓのֱと֣です。

    ౑ถは զ਍ጵէ、 ᄗ対は զཧ௶のままէ です。

▲਍ጵంଂÅӠ（㕳月㕱㕸႘本会議） 

ب؜׬レーؚؔ׬ആཆไ೟ب׶פؤ▲

ӼӶӻ6ӽቮࣅ

、֎඗઱஗を活かしたౌ઄のව੹はഓጅဗがஸࡹ 本市

のት፛ցる৑୯資ଳなどの೮ཐ Ք 㖉㖋を推進し、 དଭַ

の૪అჂਸ効ऐをໃइさ֚るため、 ፭Ꭼ㕲Ⴉ㕳月に զ小

美玉市まち֤֎りஓມէ をప定しました。 ፭Ꭼ㕳Ⴉဗは、

まち֤֎りஓມのಲଵに୶֐、 ৰ本૱बをప定します。

 （൒୿৑୯ड）

 ֽ֤֠֎りஓມৰ቎૱बప定ಈ઄ශ

സዛೄが、 ৭଩とෑཉされたブآッפᇑ等を࿯ੌ೓

し֎はࡴ部࿯ੌするᅉ用のࡴ部 （2/ӽ ၾࡒ Ք ଺ဗॽ

㕱㕰ቮࣅ） をᇸൃします。 また、 ఆ॔ಐにブآッפᇑ

ရहなどでภ֗る৭଩から、 ྫྷॺ᎓をဎऀ஑するಋ

ၔภညやഉኁᅊႍ、 ਽ൃ Ք ગ਼ Ք ፑ࡭ Ք ൯औ活၌、

ગ਼ᆾ資ዐຽを行օఆ॔ಐ೗ጅၗ᎓を೙ります。

 （ဒ市ธᅏड）

 ৭଩ブآッפᇑ့࿯ੌᇸൃઞ

㕱㕰㕰ቮࣅ

ශ

ӻ ࣳ ӿӶԃ㕲㕵ቮࣅ

ශ૙ؠיכ׿آרスশ๟൵に૒るب׶פؤไ೟を、 פؤ

、ጺྫྷが開始され಑第ب׶ ໒やかに市ኁのሑがไ೟で

きる໲ฑをธև、 ශ૙ؠיכ׿آרスশ๟൵の೭໏にဖ

めます。  （ଌஅໃ進ड）

 ශ૙ب׶פؤ׿آרไ೟ಈ઄ශ

パبרײやスؓート؊بמから઱き൴会や୰੢౮็の

ያዃができるֺか、 ॺ஑໲ࡱ౮็に։փて、 ᆾጫନ

からဃ子ටַᇥஏし、 ያዃ׬スؕ׻とᎌ၌さ֚ること

にׇり、 ౮็のጦ用෇ษやନの೥֐ဍしなど対ኜで

の೚໗きを減らし、 ไ඲৿会の࿃減を෨ります。

 （スؒー׹推進ड）

 ୰੢౮็ያዃ׬スؕ׻ಈ઄ 㕱ԁ6ቮࣅශ

�
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会 ૱ ᇠ   ፭Ꭼ３Ⴉဗ ፭Ꭼ２Ⴉဗ   ໃଲጴ

一 般 会 ૱ 237 ࣳ 7�800 244 ࣳ 9�600 Á 2�9

特

別

会

૱

ேኁଌஅᇱ଩（事઄） 51 ࣳ 1�691 51 ࣳ 6�171 Á 0�9

ேኁଌஅᇱ଩（ྞෑ） ー 1ࣳ 2�228 ॉଲ

ଢ଼ৼஸ፼ೄ࡭ፑᇱ଩ 6ࣳ 1�481 5 ࣳ 8�423 5�2

Ⴚ ઄ 集 ጜ Ⴭ 水 3ࣳ 2�348 3 ࣳ 120 7�4

୅ ᇠ ච ँ ຫ 3�667 3�543 3�5

፺ ࣆ 1�495 1�558 Á 4�0

ऴ ୦ ᇱ ଩ （ 事 ઄ ） 40 ࣵ 1�594 39 ࣳ 6�700 1�2

ऴ୦ᇱ଩（サービス） 661 625 5�8

小 ૱ 339 ࣵ 737 346 ࣳ 8�968 Á 2�3

৫

઄

会

૱

水 ၗ

೭ࢽ࿨
೭入 8ࣳ 5�330 8 ࣳ 4�665 0�8

支ഞ 8 ࣳ 2�683 8 ࣳ 1�161 1�9

ಃ本࿨
೭入 5ࣳ 8�752 5 ࣳ 5�669 5�5

支ഞ 8 ࣳ 8�401 9 ࣳ 5�932 Á 7�9

ऀ水ၗ

೭ࢽ࿨
೭入 12 ࣳ 3�047 11 ࣳ 8�446 3�9

支ഞ 11 ࣳ 1�237 11 ࣳ 3�508 Á 2�0

ಃ本࿨
೭入 7ࣳ 487 7 ࣳ 762 Á 0�4

支ഞ 11 ࣵ 6�629 11 ࣳ 2�004 4�1

小 ૱
೭　入 33 ࣳ 7�615 32 ࣳ 9�542 2�4

支　ഞ 39 ࣳ 8�950 40 ࣳ 2�605 Á 0�9

ఄ入（೭入）૱ 372 ࣳ 8�352 379 ࣳ 8�510 Á 1�8

ఄഞ（支ഞ）૱ 378 ࣳ 9�687 387 ࣳ 1�573 Á 2�1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　　（༳ࡔ ӱ ቮࣅ Ք ²）

ժ会૱別ያ్ի

໴๶ႩဗᄾӨӼӸԃ²ଲӨࡴᄤ会૱ဴഷያ్　

ժࡴᄤ会૱ఄ出իժࡴᄤ会૱ఄႚի

൚ཨॺ஑ග報ੱࡱ౫࣍ಈ઄　　　ԁӶԃԁӽ ቮࣅ

४ഊಈ઄

ேが進める ԑԔԑԋ スפーؠஓມにৰ֤֎२൚ཨ஑に

対するॺ೺用端末のಋၔภည㕱෗㕱༊ᇀვᅏや஑ၾ
ኅ๦㖅㕺㖇などの Ԕԍԣ ৄ੩ธᅏ （ੱࡱ౪၏ड）

ภ活౫࣍ಈ઄　　　　　　　　　　　ӨӨӨӻӶԃӾ6 ቮࣅ

႘ඛภ活එ࣍ൃをᅢጅとする զֱとりᇿらしஸ፼ೄէ
等でಛ၌ೆኘ੔をസಏしてփなփ 7Ӻ එのሑにࡒఄ

対する॒出౫࣍תー؈スの४ഊ （ऴ୦ᆵ౵ड）

ሻᄠ౮็ธᅏಈ઄　　　　　　　　　ӻӶӼӺ6 ቮࣅ

ශਊのଡᇸൃઞを活用してのሻᄠ؞ؖנを็མ
 （ሻఆ৉ጫड）

ᆣઞಈ઄　　　　　　　ԃӶԂӼӻ৳֧֔׊ִ ቮࣅ

ಛᇀಛිにׅかりのցる、 または৘඾のցるಛಓ໲
をࣤ࣍ Ք ஭ଝしたփと౩օሑyが、 ๷࡝のਂಏちを
৳ᆣઞとփօ૛にするもの （৫बྔธड）

化ಈ઄　　　　Ө㕲ࣳ㕱Ӷࡰശጫஃ־֓ 㕱㕲ӽ ቮࣅ

㕳市㕱ྎ （小美玉市、 ࣰุ市、 かす־がօら市、 （඗ྎࡹ
にׇるஃࡰ化したᎲຎ־をธև、 ශஃ־֓ࡰശጫ౮็
զद༊؟פーبװبター־らփէ は፭Ꭼ ӽ Ⴉ Ӿ 月からघ။
 （ৄ੩ड）

෯ၗვ෯৉ธᅏಈ઄　　　　㕶ࣳ ӼӶӻӼӼ ቮࣅ

๺ࡊ Ք 、定੝੉を෨るためࡊ඾な։փしփ෯のࡊ ேୃ
ᇸൃઞなどの特定ఖଳを活用して、 Ꭱਾ化したვ෯৉
を໵ූ性のցる৉೟ַஏශ୿ಈを行օもの （෯ၗड）

૫໗ಈ઄

ဴഷ予్
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  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

ӨӨӨ፭Ꭼ㕳Ⴉဗያ్をල௮֘׊ያ్特別委員会を्௹

Ӡ 
㕳月 ԃ ႘にያ్特別委員会 （ன๖ࡴ೶委員ྙ）  に։փて

ශႩဗያ్のල௮を行փました。 ල௮はᇌ書にׇるಱਝ

ྫྷெฑで行׎れ、 さらにᆊነな࿾に֣փてಱਝしました。

Ӡ ල௮のथ࿘で委員からどのׇօなಱਝやጅሰがց֢た

のか、 ֜のࡴ部を։ཐら֚します。

 Ө®  Ө®Ө౦議会֋౦のያ్をל׶ッפ

Ӡ執行部がශႩဗのಈ઄を૱बし、 ያ్案をఢถします

Ӡ市ྙから市議会にያ్案が提出されます

ያ్特別委員会では議員から市の執行部ַ様yな

ಱਝを行փます

本会議で委員ྙがල௮ଅऐをሇெした後、 ంଂが

行׎れ、 議ଂします

Ӡ本会議でईଂされるとያ్がถጵします

Ӡ市ྙ Ք 市の執行部はያ్にৰ֤きಈ઄を進めます

Ê

Ê

Ê

ӠӠ

    委༛は 3ཆ໲ƭ委༛している。

　 ፭Ꭼ 2Ⴉဗ

　 　৵ሰȡ਴དતÇ 
一ఖ �小ᅖ玉Ⴚ઄୰ೂ

　　 दȡࢠୈয়དત

　　　　　　Çஸఞདત�दȡࢠୈয়चのஷる里ƚくƿの会

　　　　　　Ç大࡮୅ᇓ౅དત�大࡮୅ᇓ౅ᅖँの会

　　 ፭Ꭼ 3ႩဗƷ同ዻの委༛๐と૚ዃያ定

　৑୯ਰの၌୶は、৵ሰȡ਴དતのƴ৑୯バスの጖ሞ༊෾を

　ቚႩ集૱している。

　ᇓถ 30 Ⴉဗg38 ༊　፭ᎬଭႩဗg201 ༊

　௭しࢂき 163 ༊、1༊ŷたƿ 40 名定員とं定すると、6�520

　名程ဗのໃइとなる。ໃइ要ࢀは、ፅ行会ೂƭのྞ接࿨な

　24 にƽƿ、バスの጖ሞ༊෾がໃइしたとணŽƾれる。ௗଢ଼Ʒ

　ูઇ࿨な 24 ঊ၌を࿶開し、さƾなる৑୯ਰのໃइを෨って

　いきたい。

 षး

ӠӠӠӠ

   委༛๐の内ዅƝbƞのƅƾŹの৑୯ਰƁໃइƌƛŹǀのƀ　

 議会の
ǬǒǮǚ

    चのஷǀጰƚƄりಈ઄

　 
　　৵ሰȡ਴୰ࣆ೮ᇩの水ဂ（6�3JC）ਸƨ、दȡࢠの

　　ୈয়（ዃ 4Ӄ）をঊ用して、೷にఝく市のचコスモ

　　スとണのሞれを告Ƈるఎのचを、དࡰ住ኁととƷに

　　ఢ付けしてचᄂを່ถし、本市における৑୯名所と

　　してଡၾ॒にஃく೮ཐし৑୯ਰのໃइを෨る。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　予్ॽ　8�200�000　ࣅ    

ያ ్ 議 案

Өզ౶֞֠のฯઞ֋֨のよօ֧֩֒にౚ׊׋׎のかէӨӨզ֒のಈ઄֦ৼ໸֔׊׋୲ऐ֮ःかէ

Өզ֒の૪ᅉのભ໲࿨֩ၾዴ֮ःかէӨզያ్֋ଲॽ֥֔׋փ׊ጅ֮ࢀէ

▲৵ሰث਴୰ࣆ೮ᇩのఎのचᄂ

�
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    ሻఆ໴పൂᅉ

　 市ኁのࡊ๺ ゆࡊ඾を確ᇱするため�小ᅖ玉市དࡰ

　　防ఆ૱ब�にৰƚき、防ఆ໲制の੫ँを෨ƿ、ఆ॔

　　に੫いまƖƚくƿを෮ුするため、౮設のࡥಏ৉理

　　ᅏཡᆀのഊಲ、ஏ新を行Ż。また、市ኁ一෗Ƨと

　　ƿの防ఆ࡝ಡをஸめ、དࡰ防ఆ፛୶එのため防ఆ

　　ોᎉをಲ౮する。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　予్ॽ　6�868�000　ࣅ    

ያ ్ 議 案 　　　　ӨӨӨӨӨӨ 

　 　 ሻఆᅏཡᆀの४ഊഊಲƝƌƛŹǀƁ

　　　fଵఓのᅏཡඡੳはƞのƄƾŹƀc（ः෗ᇀのᅏཡƀ）

　　　fƞのよŻƟƷのǇᅏཡƌƛŹǀのƀc

　　　fඳፍはৼ଺Ʒŷりႚ໼ƷᅢጅƝƟǀƁbƞの࿘ဗで

　　　　ႚ໼ƌƛŹǀのƀc

 議会の
ǬǒǮǚ

ӠӠ

Ғଵఓのᅏཡのඡੳ（࣊ 24�000 ඳ、ॗƢ 3日ᇀ）

ғᅏཡᆀ（ȉǣǮǚȔイス、থǼン、水、ᇈȊルǚ

ư႙ᆉ、おƵつ、ǖǦǮトコンロ、ȉスǚ、ᄇဃ৿

簡࡟トイȗ、ストーȁ、ǼーǱーǢȒン、防୦ᆴ

ཌȇールȄǮト、トイȗǮトȅーǼー、ภ理用ᆀ

ኣᆑ、ȁルーǢート等）

ҔඳፍᆀはॗƢ 5Ⴉ৖の൯ᅉৼ限の൒ᆀをம入しておƿ、

ৼ限がြ጖する๶に不໑ᇀをம入している。

（ৼ限โれ৖ઝのඳፍᆀgોᎉで使用、ೂ協等に৳ᆣ）

 षး

Ӡ    

    　　小๖୰ኁ৛೮ᇩธᅏಈ઄ಲ౮็૱委༛ፍ

    　　9�293�000  　のભ໲࿨Ɵ内ዴǇౙŻcࣅ

   小๖୰ኁ৛ಈ઄

　市ኁ஬௶や२種事઄を行い、市ኁのੱጊの୶එなどを

   ෨ƿ、ภঊᇌँのව੹、ೂ会ᆵ౵のໃුに৳ይするƈ

   とをኬ࿨とする。೗なໃॽ理由は小ᅖ玉市୰੢౮設ଔ

   ཝᆾ૩଼ᇠ౮設૱बのሑ෕にᄔŻ小川୰ኁ৛೮ᇩธ理

   事઄ಲ౮設૱委༛ፍの૱එにƽるƷの。

　　　　　　　　  　　　　                           

                 　　　　 
予్ॽ　　10�391�000 ࣅ  

  

ያ ్ 議 案

ӠӠӠӠ

市୰੢౮็ଔཝᆾ૩଼別౮็૱बにᄔփ、 小๖୰ኁ৛ਸֲ

ᆕདၾਸֲ೮ᇩの୿ఢᆾ Ք དཨቖ็ᆾ等のྔ௮やൊਯにጅ

するᅉ用、 ൊਯ後の೮ᇩธᅏ୿ಈのಲ౮็૱઄ኃを్出す

るためのಈ઄็૱ᅉとして、 ಲ฻ಈ例をౄணに࣊べ൞ኜู

ဴたりの༳अにׇりಀ్し、 ॗ్ॽを૱එしてփる。 な։

፥ไする੊ఖཆሓ෗ሻࢸ౮็೮ᇩธᅏ੤会 Ք ඗ಈኃസや੊ࡹ

小๖ዲབྷࣆ Ք ੊小๖小ॺ஑ᆕདなどࡴ໲の೮ᇩ౮็として、

今後のड༎のธጫとց֚׎てணևてփ֎ၾዴでցる。

 षး

 議会の

ǬǒǮǚ

   ශ૙ǞȘǵǑǏȖǤȚǚǬȞไ೟ಈ઄

　
新型コロナウイルス感染൵が、ேၾに大きなࢬ੽をይ

   Žておƿ、市ኁのภ኏ਸƨଌஅを೙るための対策が਼務

   となっている。感染の拡大を防止するƈととೂ会૪అঊ  

   ၌のፊጵを෨るため、新たに開ᄇされたȚǚǬンの接種

　 をࣅঌにすすめd໣くの市ኁがວৼにያ防接種を受けƾ

   れるƽŻ接種໲制をธŽる。
　　　　　　　　  　　　　                     

                 　　　　 予్ॽ　　159�251�000 ࣅ   

ያ ్ 議 案
Ӡ    

　  Ǟ|ȖǦȞǪ|ࢪࢥ委༛ፍ 36�000�000 のॗጅƠࣅ

　　ƙŹƛౙŻc

 議会の

ǬǒǮǚ

ӠӠӠӠ

    委༛઄ኃၾዴ ー ب׶פؤไ೟ኴ஽֚ Ք ያዃ೥ᆋ

    ӠӠӠӠӠӠӠӠӠӠ    ັ୵጖ྃೄַの೥ᆋ઄ኃ

    ４月から㕹月のᇓ႘対ࣤに㕶኎

    㕵月から㕶月のဘ Ք ႘ Ք ങఋ႘対ࣤに４኎

 षး

▲ཌؑーؠ؎ット （ᅊႍസ็ࢪોᎉ）

�



  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

༌Ĩष定例会　ල議ଅऐ့ࡴጥ（๺46ଉ）令和３年 ༌Ĩष定例会　ල議ଅऐ့ࡴጥ（๺46ଉ）令和３年

ᄮ஼ᄮ஼ 案ଉ名案ଉ名 ၾ　　　ዴၾ　　　ዴ 付༛付༛ ල議ල議

Àඞ例Àඞ例（19 ଉ）ଉ）

２２
小ᅖ玉市まƖƚくƿஓມ෮ු委員会設置小ᅖ玉市まƖƚくƿஓມ෮ු委員会設置
ඞ例の制定についてඞ例の制定について

小ᅖ玉市まƖƚくƿஓມのৰ本૱बの策定にᄔい、小ᅖ玉市まƖƚくƿஓມのৰ本૱बの策定にᄔい、
委員会の設置に৘し必要な事ஶを定めるƷの委員会の設置に৘し必要な事ஶを定めるƷの

ౌ઄ౌ઄

ଔ็ଔ็
ईଂईଂ

３ 小ᅖ玉市ཱུࢾྛ࢏ೆ場ඞ例の制定について
๶ஃ場ཱུೆ場の運用について必要なࢾのဪ୵ࢾྛ࢏
事ஶを定めるƷの

ౌ઄

ଔ็
ईଂ

４４
小ᅖ玉市ධ員のၟ೜ઌ務೚ဴに৘する小ᅖ玉市ධ員のၟ೜ઌ務೚ဴに৘する
ඞ例の一ᆪをूฝするඞ例についてඞ例の一ᆪをूฝするඞ例について

�新型コロナウイルス感染൵�の定ਟについて、෗�新型コロナウイルス感染൵�の定ਟについて、෗
事ࢇਊ໋のਊ定にമƍ、৘૒ท፭をࢂ用せƏにભ໲事ࢇਊ໋のਊ定にമƍ、৘૒ท፭をࢂ用せƏにભ໲
࿨にിきᅳす૛とするためのƷの࿨にിきᅳす૛とするためのƷの

ຳኃຳኃ ईଂईଂ

５
小ᅖ玉市役所ഞ྅所設置ඞ例の一ᆪをूฝ
するඞ例について

小ᅖ玉市役所౟ਆの里ഞ྅所の჋止にᄔい、所要の
ूฝを行ŻƷの

ຳኃ ईଂ

６６
小ᅖ玉市೚෾ፍඞ例の一ᆪをूฝするඞ例小ᅖ玉市೚෾ፍඞ例の一ᆪをूฝするඞ例
についてについて

行ท೚໗におけるၟ定の଼෗をಡᇠするためのᄮ஼行ท೚໗におけるၟ定の଼෗をಡᇠするためのᄮ஼
のጦ用等に৘するሓጳの一ᆪूฝにƽƿ所要のूฝのጦ用等に৘するሓጳの一ᆪूฝにƽƿ所要のूฝ
を行ŻƷのを行ŻƷの

ຳኃຳኃ ईଂईଂ

İ
小ᅖ玉市౪定੍༔ऴ୦支࣍等の事઄の෗員ਸ
ƨ運営に৘するৰമ等を定めるඞ例の一ᆪを
ूฝするඞ例について

ऴ୦ᇱ଩ሓਸƨ৘૒ท൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要
のूฝを行ŻƷの

ᇌੱ

ᆵ౵
ईଂ

1010
小ᅖ玉市౪定དࡰ密ཧ型サービスの事઄の෗小ᅖ玉市౪定དࡰ密ཧ型サービスの事઄の෗
員、設ᅏਸƨ運営に৘するৰമを定めるඞ例員、設ᅏਸƨ運営に৘するৰമを定めるඞ例
の一ᆪをूฝするඞ例についての一ᆪをूฝするඞ例について

ऴ୦ᇱ଩ሓਸƨ৘૒ท൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要ऴ୦ᇱ଩ሓਸƨ৘૒ท൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要
のूฝを行ŻƷののूฝを行ŻƷの

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

11

小ᅖ玉市౪定ऴ୦ያ防支࣍等の事઄の෗員ਸ
ƨ運営ᇖƨに౪定ऴ୦ያ防支࣍等に૒るऴ୦
ያ防のための୲ऐ࿨な支࣍のሑሓに৘するৰ
മ等を定めるඞ例の一ᆪをूฝするඞ例につ
いて

ऴ୦ᇱ଩ሓਸƨ৘૒ท൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要
のूฝを行ŻƷの

ᇌੱ

ᆵ౵
ईଂ

1212

小ᅖ玉市౪定དࡰ密ཧ型ऴ୦ያ防サービスの小ᅖ玉市౪定དࡰ密ཧ型ऴ୦ያ防サービスの
事઄の෗員、設ᅏਸƨ運営ᇖƨに౪定དࡰ密事઄の෗員、設ᅏਸƨ運営ᇖƨに౪定དࡰ密
ཧ型ऴ୦ያ防サービスに૒るऴ୦ያ防のためཧ型ऴ୦ያ防サービスに૒るऴ୦ያ防のため
の୲ऐ࿨な支࣍のሑሓに৘するৰമを定めるの୲ऐ࿨な支࣍のሑሓに৘するৰമを定める
ඞ例の一ᆪをूฝするඞ例についてඞ例の一ᆪをूฝするඞ例について

ऴ୦ᇱ଩ሓਸƨ৘૒ท൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要ऴ୦ᇱ଩ሓਸƨ৘૒ท൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要
のूฝを行ŻƷののूฝを行ŻƷの

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

13
小ᅖ玉市႙ลᆀइ୿౮設の設置ਸƨ৉理に৘
するඞ例の一ᆪをूฝするඞ例について

小ᅖ玉市႙ลᆀइ୿౮設をࣅঌに運営するにŷたƿ
౪定৉理ೄが行Ż઄務のᄧࡗ等について所要のूฝ
を行ŻƷの

ౌ઄

ଔ็
ईଂ

1414
小ᅖ玉市དࡰ௺ภ੐࿾౮設の設置ਸƨ৉理に小ᅖ玉市དࡰ௺ภ੐࿾౮設の設置ਸƨ৉理に
৘するඞ例の一ᆪをूฝするඞ例について৘するඞ例の一ᆪをूฝするඞ例について

小ᅖ玉市དࡰ௺ภ੐࿾౮設をࣅঌに運営するにŷた小ᅖ玉市དࡰ௺ภ੐࿾౮設をࣅঌに運営するにŷた
ƿ౪定৉理ೄが行Ż઄務のᄧࡗ等について所要のूƿ౪定৉理ೄが行Ż઄務のᄧࡗ等について所要のू
ฝを行ŻƷのฝを行ŻƷの

ౌ઄ౌ઄

ଔ็ଔ็
ईଂईଂ

15
小ᅖ玉市ৰ金ඞ例の一ᆪをूฝするඞ例につ
いて

ৰད೮ᇩ事઄の෮ුに必要なಃ金をูƴጵて、དࡰ
のঊตँを෨るƈとをኬ࿨とし、新たにᇌँ౮設等
ಏ৉理運営等事઄ৰ金を設置するƷのࡥ

ー ईଂ

1616
小ᅖ玉市ጵॺ஑設置ඞ例の一ᆪをूฝするඞ小ᅖ玉市ጵॺ஑設置ඞ例の一ᆪをूฝするඞ
例の一ᆪをूฝするඞ例について例の一ᆪをूฝするඞ例について

小ᅖ玉市ጵ小川ሾਟ務ੱࡱॺ஑の設置日について、小ᅖ玉市ጵ小川ሾਟ務ੱࡱॺ஑の設置日について、
፭Ꭼ４Ⴉ４月Ĩ日とするƷの፭Ꭼ４Ⴉ４月Ĩ日とするƷの

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

17
小ᅖ玉市ၟ定ੱࡱ・ᇱࡱ౮設ਸƨၟ定དࡰ型
ᇱࡱ事઄の運営に৘するৰമを定めるඞ例の
一ᆪをूฝするඞ例について

ၟ定ੱࡱ・ᇱࡱ౮設ਸƨၟ定དࡰ型ᇱࡱ事઄の運営
に৘するৰമの一ᆪूฝにᄔい、所要のूฝを行Ż
Ʒの

ᇌੱ

ᆵ౵
ईଂ

1818
小ᅖ玉市ऌ࿍࿨ᇱࡱ事઄等の設ᅏਸƨ運営に小ᅖ玉市ऌ࿍࿨ᇱࡱ事઄等の設ᅏਸƨ運営に
৘するৰമを定めるඞ例の一ᆪをूฝするඞ৘するৰമを定めるඞ例の一ᆪをूฝするඞ
例について例について

ऌ࿍࿨ᇱࡱ事઄等の設ᅏਸƨ運営に৘するৰമの一ऌ࿍࿨ᇱࡱ事઄等の設ᅏਸƨ運営に৘するৰമの一
ᆪूฝにᄔい、所要のूฝを行ŻƷのᆪूฝにᄔい、所要のूฝを行ŻƷの

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

ල議ଅऐ

�



議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼

ᄮ஼ᄮ஼ 案ଉ名案ଉ名 ၾ　　　ዴၾ　　　ዴ 付༛付༛ ල議ල議

1919
小ᅖ玉市放डଢ଼ಋၔଌ๺ࡱถ事઄の設ᅏਸƨ小ᅖ玉市放डଢ଼ಋၔଌ๺ࡱถ事઄の設ᅏਸƨ
運営に৘するৰമを定めるඞ例の一ᆪをूฝ運営に৘するৰമを定めるඞ例の一ᆪをूฝ
するඞ例についてするඞ例について

፭Ꭼ２Ⴉ４月Ĩ日ƀƾ൶፭ৰമのධ員のვ置・ಃ६፭Ꭼ２Ⴉ４月Ĩ日ƀƾ൶፭ৰമのධ員のვ置・ಃ६
に૒るৰമがౄ೐ँされたƈとにᄔい、所要のूฝに૒るৰമがౄ೐ँされたƈとにᄔい、所要のूฝ
を行ŻƷのを行ŻƷの

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

20
小ᅖ玉市火ఆያ防ඞ例の一ᆪをूฝするඞ例
について

対ඉ火ਂ設ᅏ等のࡔ置、ஓ່ਸƨ৉理ᇖƨに対ඉ火ਂ
৯ભ等の೘࠿いに৘するඞ例の制定に৘するৰമを定
める൶፭の一ᆪूฝにᄔい、所要のूฝを行ŻƷの

ຳኃ ईଂ

4040
小ᅖ玉市いƍめ防止෮ු委員会設置ඞ例の一小ᅖ玉市いƍめ防止෮ු委員会設置ඞ例の一
ᆪをूฝするඞ例についてᆪをूฝするඞ例について

行ทຎදの一ᆪूᇨにᄔい、いƍめ防止෮ු委員会行ทຎදの一ᆪूᇨにᄔい、いƍめ防止෮ු委員会
の഼務の所৉が、ੱࡱ౪၏डにᇥஏとなるため所要の഼務の所৉が、ੱࡱ౪၏डにᇥஏとなるため所要
のूฝを行ŻƷののूฝを行ŻƷの

ーー ईଂईଂ

41
小ᅖ玉市ੱࡱව੹ৰ本૱बල議会ඞ例の一ᆪ
をूฝするඞ例について

行ทຎදの一ᆪूᇨにᄔい、ੱࡱව੹ৰ本૱बල議
会の഼務の所৉が、ੱࡱ৫बडにᇥஏとなるため所
要のूฝを行ŻƷの

ー ईଂ

Àᇸฝ予్（10 ଉ）

21
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市一般会૱ᇸฝያ్፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市一般会૱ᇸฝያ్

（༌11஼）（༌11஼）
=ᇸฝॽ?=ᇸฝॽ? ３ࣳ3�404ቮ7๑３ࣳ3�404ࣅቮ7๑ࣅ
=ᇸฝଢ଼ॽ?=ᇸฝଢ଼ॽ? 325ࣳ8�473ቮ1๑325ࣳ8�473ࣅቮ1๑ࣅ

२委員会२委員会 ईଂईଂ

22
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ேኁଌஅᇱ଩ၟᇠ
会૱ᇸฝያ్（༌３஼）

�事઄প定�

=ᇸฝॽ? 1�515ቮ2๑ࣅ

=ᇸฝଢ଼ॽ? 52ࣳ　55ቮ9๑ࣅ

�ෑፑ౮設প定წओෑፑ所�

=ᇸฝॽ? 1�644ቮ8๑ࣅ

=ᇸฝଢ଼ॽ? 1ࣳ1�097ቮ9๑ࣅ

ᇌੱ

ᆵ౵
ईଂ

2323
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ଢ଼ৼஸ፼ೄ࡭ፑᇱ଩፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ଢ଼ৼஸ፼ೄ࡭ፑᇱ଩
ၟᇠ会૱ᇸฝያ్（༌３஼）ၟᇠ会૱ᇸฝያ్（༌３஼）

=ᇸฝॽ?=ᇸฝॽ? 2�803ቮ3๑2�803ࣅቮ3๑ࣅ
=ᇸฝଢ଼ॽ?=ᇸฝଢ଼ॽ? 6ࣳ　175ቮ7๑175　6ࣳࣅቮ7๑ࣅ

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

24
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市Ⴚ઄集ጜჍ水事઄
ၟᇠ会૱ᇸฝያ్（༌２஼）

=ᇸฝॽ? 187ቮ6๑ࣅ
=ᇸฝଢ଼ॽ? 3ࣳ　369ቮ8๑ࣅ

ౌ઄

ଔ็
ईଂ

2525
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市୅ᇠචँຫ事઄፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市୅ᇠචँຫ事઄
ၟᇠ会૱ᇸฝያ్（༌２஼）ၟᇠ会૱ᇸฝያ్（༌２஼）

=ᇸฝॽ?=ᇸฝॽ? Á 　　39 ቮ5๑ࣅÁ 　　39 ቮ5๑ࣅ
=ᇸฝଢ଼ॽ?=ᇸฝଢ଼ॽ? 3�774ቮ7๑3�774ࣅቮ7๑ࣅ

ౌ઄ౌ઄

ଔ็ଔ็
ईଂईଂ

26
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市፺ࣆ事઄ၟᇠ会૱
ᇸฝያ్（༌２஼）

=ᇸฝॽ? Á　　177 ቮ5๑ࣅ
=ᇸฝଢ଼ॽ? 1�521ቮ4๑ࣅ

ຳኃ ईଂ

2727
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩ၟᇠ会૱፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩ၟᇠ会૱
ᇸฝያ్（༌３஼）ᇸฝያ్（༌３஼）

�事઄প定��事઄প定�

=ᇸฝॽ?=ᇸฝॽ? Á　1ࣳ3�342ቮ2๑ࣅÁ　1ࣳ3�342ቮ2๑ࣅ

=ᇸฝଢ଼ॽ?=ᇸฝଢ଼ॽ? 39ࣳ4�578ቮ1๑39ࣳ4�578ࣅቮ1๑ࣅ

�ऴ୦サービス事઄প定��ऴ୦サービス事઄প定�

=ᇸฝॽ?=ᇸฝॽ? Á　　14ቮࣅÁ　　14ቮࣅ

=ᇸฝଢ଼ॽ?=ᇸฝଢ଼ॽ? 646 ቮ2๑646ࣅ ቮ2๑ࣅ

ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
ईଂईଂ

28
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市水ၗ事઄会૱ᇸฝ
ያ్（༌３஼）

�೭ࢽ࿨೭入ਸƨ支ഞ�

೭入 =ᇸฝॽ? Á499ቮ9๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 8ࣳ 4�165ቮ4๑ࣅ

支ഞ =ᇸฝॽ?   800ቮ9๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 8ࣳ1�865ቮࣅ

�ಃ本࿨೭入�

=ᇸฝॽ?      1�347ቮ5๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 5ࣳ7�016ቮ7๑ࣅ

ౌ઄

ଔ็
ईଂ

2929
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ऀ水ၗ事઄会૱፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市ऀ水ၗ事઄会૱
ᇸฝያ్（༌３஼）ᇸฝያ్（༌３஼）

�೭ࢽ࿨೭入ਸƨ支ഞ��೭ࢽ࿨೭入ਸƨ支ഞ�

೭入 =ᇸฝॽ? 3�774ቮ8๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 12ࣳ3�544ቮ3๑ࣅ೭入 =ᇸฝॽ? 3�774ቮ8๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 12ࣳ3�544ቮ3๑ࣅ

支ഞ =ᇸฝॽ? 4�623ቮ5๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 11ࣳ8�702ቮ6๑ࣅ支ഞ =ᇸฝॽ? 4�623ቮ5๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 11ࣳ8�702ቮ6๑ࣅ

�ಃ本࿨೭入ਸƨ支ഞ��ಃ本࿨೭入ਸƨ支ഞ�

೭入 =ᇸฝॽ? 2�464ቮ1๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 7ࣳ5�176ቮ2๑ࣅ೭入 =ᇸฝॽ? 2�464ቮ1๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 7ࣳ5�176ቮ2๑ࣅ

支ഞ =ᇸฝॽ? 1�276ቮ4๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 11ࣳ7�090ቮࣅ支ഞ =ᇸฝॽ? 1�276ቮ4๑ࣅ =ᇸฝଢ଼ॽ? 11ࣳ7�090ቮࣅ

ౌ઄ౌ઄

ଔ็ଔ็
ईଂईଂ

42
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市一般会૱ᇸฝያ్

（༌12஼）
=ᇸฝॽ? 2ࣳ1�723ቮ7๑ࣅ
=ᇸฝଢ଼ॽ? 328ࣳ  196ቮ8๑ࣅ

ー ईଂ

ල議ଅऐ

�



  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

ᄮ஼ᄮ஼ 案ଉ名案ଉ名 ၾ　　　ዴၾ　　　ዴ 付༛付༛ ල議ල議

ਢ
ࡎ
⼲
໴
⼠
⽒
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૴
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෨
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ถ
す
る
た
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す
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࿷

ᇲ
あ
た
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㖰
㖰
ቮ
ࣅ
を
එ
଺
に
୪
ᆋ
す
る

ᇸ
助
ઞ
で
あ
る
。
፭
Ꭼ
㖲
Ⴉ
度
ဴ
ഷ
ያ
్
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は
、
⽾
⾠
⾩
⾰
⽵
⽴
⾤
⾀
⾔
㖱
࿷
ᇲ
分
の
ᇸ
助

ઞ
㖱
㖰
㖰
ቮ
ࣅ
を
૱
එ
し
た
が
、
ౚ
ዿ
者
と
し

て
๰
࿊
⼜
れ
た
㖱
事
઄
者
か
ら
୪
ᆋ
෇
請
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ӽӿ
ቮ
㖲
๑
ࣅ
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で
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ౖ
ઞ
を
ᆊ
ዿ
ॽ
と
し
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ଲ
ॽ
ᇸ
ฝ
す
る
も
の
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Àƒの໢（1 ଉ）

39 市ၗ᎓๦の認定について
ၗ᎓ूፕ୿事にᄔい、市ၗ小21118஼๦、市ၗ小
21119஼๦として新たに市ၗ᎓๦として認定するƷの

ౌ઄

ଔ็
ईଂ

ÀಂኴÀಂኴÀಂኴÀಂኴÀಂኴ（2 ଉ）ଉ）ଉ）

ĨĨ
෗ଚዸ୦委員の෮๬につき࡝見を෗ଚዸ୦委員の෮๬につき࡝見を

ਿめるƈとについてਿめるƈとについて
任ৼተፇにᄔい、ወᦁƽしŽ氏任ৼተፇにᄔい、ወᦁƽしŽ氏を௺෮๬するƷのを௺෮๬するƷの ーー ࿪႞࿪႞

２
෗ଚዸ୦委員の෮๬につき࡝見を

ਿめるƈとについて
任ৼተፇにᄔい、ྙ༭川୯ཌྷ氏を௺෮๬するƷの ー ࿪႞

À発議（2 ଉ）

ĨĨ
小ᅖ玉市議会会議ਊ໋の一ᆪを小ᅖ玉市議会会議ਊ໋の一ᆪを

ूฝするਊ໋についてूฝするਊ໋について

๺ே市議会議ྙ会のᅮമ会議ਊ໋の一ᆪूฝにᄔい、所要の๺ே市議会議ྙ会のᅮമ会議ਊ໋の一ᆪूฝにᄔい、所要の

ूฝを行ŻƷのूฝを行ŻƷの
ーー ईଂईଂ

２
　小ᅖ玉市議会ท務ঊ၌ᅉの୪付に

　৘するඞ例の制定について　 

会Ⴣまたは議員に対するท務ঊ၌ᅉの୪付を制ဗँし、ྔ௮・

ଞ੄等のঊ၌ৰᄯのഊಲを෨るため、ඞ例案を࿓ഞするƷの
ー ईଂ

Àဴഷ予్Àဴഷ予్（5ଉ）ଉ）

33
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市Ⴚ઄集ጜ፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市Ⴚ઄集ጜ

Ⴭ水事઄ၟᇠ会૱ያ్Ⴭ水事઄ၟᇠ会૱ያ్
ያ్総ॽ3ࣳ2�347ቮ8๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg7�4²）ያ్総ॽ3ࣳ2�347ቮ8๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg7�4²）

ያ్ያ్

ၟᇠၟᇠ
可決可決

34
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市୅ᇠචँຫ

事઄ၟᇠ会૱ያ్
ያ్総ॽ3�666ቮ5๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg3�5²）

ያ్

ၟᇠ
可決

3535
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市፺ࣆ事઄፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市፺ࣆ事઄

ၟᇠ会૱ያ్ၟᇠ会૱ያ్
ያ్総ॽ1�495ቮ1๑ࣅ（๶ႩဗᄾgÁ4�0²）ያ్総ॽ1�495ቮ1๑ࣅ（๶ႩဗᄾgÁ4�0²）

ያ్ያ్

ၟᇠၟᇠ
可決可決

37
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市水ၗ事઄

会૱ያ్

�3ඞያ్�
೭入ॽ　　　8ࣳ5�329ቮ8๑ࣅ（๶ႩဗᄾgÁ0�8 ² �
支ഞॽ　　　8ࣳ2�683ቮ2๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg　1�9 ² � 
�4ඞያ్�
೭入ॽ　　　5ࣳ8�751ቮ8๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg　5�5 ² �
支ഞॽ　　　8ࣳ8�401ቮࣅ    （๶Ⴉဗᄾg Á7�9 ² �

ያ్

ၟᇠ
可決

3838
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ऀ水ၗ事઄፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ऀ水ၗ事઄

会૱ያ్会૱ያ్

�3ඞያ్��3ඞያ్�
೭入ॽ   12ࣳ3�047ቮࣅ　　（๶Ⴉဗᄾg   3�9 ² �೭入ॽ   12ࣳ3�047ቮࣅ　　（๶Ⴉဗᄾg   3�9 ² �
支ഞॽ   11ࣳ1�237ቮ2๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg Á2�0 ² �支ഞॽ   11ࣳ1�237ቮ2๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg Á2�0 ² �
�4ඞያ్��4ඞያ్�
೭入ॽ    7ࣳ  486ቮ5๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg Á0�4 ² �೭入ॽ    7ࣳ  486ቮ5๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg Á0�4 ² �
支ഞॽ   11ࣳ6�629ቮ3๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg   4�1 ² �支ഞॽ   11ࣳ6�629ቮ3๑ࣅ（๶Ⴉဗᄾg   4�1 ² �

ያ్ያ్

ၟᇠၟᇠ
可決可決

ල議ଅऐ

�



議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼

໴ࣤᇸฝያ్ईଂب׶פؤ

ᄮ஼ᄮ஼ 案ଉ名案ଉ名
ၾ　　　ዴၾ　　　ዴ

付༛付༛ ල議ල議
౑　　　ᄵ౑　　　ᄵ

�౑ᄵƁᇀƀǁた議့ࡎ�

NoNo
議案に対する౑ᄵ議案に対する౑ᄵ

（౑ถgº・ᄗ対g»）（౑ถgº・ᄗ対g»）

11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1818 1919  20 20

付༛付༛
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小ᅖ玉市ேኁଌஅᇱ଩ฯඞ例

の一ᆪをूฝするඞ例につい

て 

  དሑฯሓ౮行፭の一ᆪूฝにᄔい、所要のूฝを行ŻƷの ᇌੱ

ᆵ౵ 
可決 

º º º º º º º º º º º º » º º º º º º

88
小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩ඞ例の一ᆪ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩ඞ例の一ᆪ

をूฝするඞ例についてをूฝするඞ例について

ऴ୦ᇱ଩ሓのूฝਸƨ༌įৼ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩事઄૱बの策定にᄔい所要ऴ୦ᇱ଩ሓのूฝਸƨ༌įৼ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩事઄૱बの策定にᄔい所要
のूฝを行ŻƷののूฝを行ŻƷの ᇌੱᇌੱ

ᆵ౵ᆵ౵
可決可決

ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº »» ºº ºº ºº ºº ºº ºº

30
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市一般会૱

ያ్

   
237 ࣳ 7�800 ቮࣅ 
๶ႩဗᄾgÁ 2�9²） ያ్

ၟᇠ
可決

º º º º º º º º º º º º » º º º º º º

3131
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ேኁଌஅ፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ேኁଌஅ

ᇱ଩ၟᇠ会૱ያ్ᇱ଩ၟᇠ会૱ያ్

51ࣳ1�691ቮࣅ（๶ႩဗᄾgÁ0�9²）51ࣳ1�691ቮࣅ（๶ႩဗᄾgÁ0�9²）
ያ్ያ్

ၟᇠၟᇠ
可決可決

ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº »» ºº ºº ºº ºº ºº ºº

32
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ଢ଼ৼஸ፼

ೄ࡭ፑᇱ଩ᇠ会૱ያ్

6ࣳ1�481ቮࣅ（๶Ⴉဗᄾg5�2²）
ያ్

ၟᇠ
可決

º º º º º º º º º º º º »  º º º º º º

36 36 
፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩፭Ꭼ３Ⴉဗ小ᅖ玉市ऴ୦ᇱ଩

ၟᇠ会૱ያ్ၟᇠ会૱ያ్

（事　　઄）40ࣳ1�594ቮࣅ（๶Ⴉဗᄾg1�2²）（事　　઄）40ࣳ1�594ቮࣅ（๶Ⴉဗᄾg1�2²）
（サービス）661ቮࣅ（๶Ⴉဗᄾg5�8²）（サービス）661ቮࣅ（๶Ⴉဗᄾg5�8²） ያ్ያ్

ၟᇠၟᇠ
 可決 可決

ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº ºº »» ºº ºº ºº ºº ºº ºº

Ĩ

�௻࿃ྡྷ金の大ᆳࢂきඑƇと中小

 ৫઄支࣍策の拡ഊをਿめる࡝見ി� 

  採༖のษ願ി

  
ษ 願 ೄgࡹ඗ଡ᎕။ຎ合総ᎌ合　議ྙ　წ്ุቶ

  ൾऴ議員gᆵဥ　ȏȓǽ
ౌ઄

ଔ設
不採༖

» » » » » » » » » » » » º » » » » » »

Å議ྙはంଂにౄइしま֚んÅ議ྙはంଂにౄइしま֚んÅ議ྙはంଂにౄइしま֚ん

Àษ৪Àษ৪（Ĩଉ）

議ࡎ༌㕱஼　ࡴᄤ会૱ᇸฝያ్ ӡ༌ ӻӺ஼Ӣ

ශ૙ؠיכ׿آרスب׶פؤไ೟開始に୶֐、 ׶פؤ

がൡ認された඘஽に໒やかにไ೟ईႷな໲ฑをธጫب

するための૪ᅉの໢、 ວ਼に対ࣤするᅢጅがցる૪ᅉ      するための૪ᅉの໢、 ວ਼に対ࣤするᅢጅがցる૪ᅉ      

などのᇸฝያ్案が市ྙׇり提出され、 市議会でල議

したଅऐ、 議案に֣փて๺会ࡴཙでईଂしました。

      ę 第㕱回፣ಐ会  /  ӻ 月 22 ႘ 

¢೗なಈ઄£

 ไ೟໲ฑ確ᇱಈ઄ب׶פؤ«

666 ቮ㕲๑ࣅ

»小ॺ஑౮็৉ጫᅉ

ӻӶ2ӿӾ ቮࣅ

ĨĨ
፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市一般会૱፭Ꭼ２Ⴉဗ小ᅖ玉市一般会૱

ᇸฝያ్ ᇸฝያ్ 
༌10஼）
༌10஼）

=ᇸฝॽ?=ᇸฝॽ? 1�993ቮ4๑1�993ࣅቮ4๑ࣅ

=ᇸฝଢ଼ॽ?=ᇸฝଢ଼ॽ? 322ࣳ5�068ቮ4๑322ࣳ5�068ࣅቮ4๑ࣅ
ーー ईଂईଂ

ᄮ஼ᄮ஼ 案ଉ名案ଉ名 ၾ　　　ዴၾ　　　ዴ 付༛付༛ ල議ල議

▲ू修ያ定のཟ原小໲ࡱ৛▲ू修ያ定のཟ原小໲ࡱ৛

ල議ଅऐ
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  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

小美玉市議会Ơは３ƙのඛ႞委員会（ຳኃfᇌੱᆵ౵fౌ઄ଔ็）Ɓŷりますc

議員はŹƏǁƀの委員会Ơ໔ƌ議ࡎල௮Ơŷたりますc３月定例会の議ࡎල௮のॗጅは次のƝおりですc

ඛ႞委員会ň �ĸ

問
　
ጦ
ዿ
ፍ
ઞ
と
එ
଺
็
࿊
は
。

း
　 

௻
ഷ
の
ӽӺ
分
ま
で
は
ኅ
ፍ
と
し
、
ࡒ
வ
ӽӺ
分
⼛
と
に

㖱
㖰
㖰
ࣅ
と
็
࿊
し
て
い
る
。
ࢾ
೮
ᇩ
に
は
民
間
ཱུ

ೆ
඘
も
໣
෾
あ
り
、
೗
に
ࢾ
を
ጦ
ዿ
す
る
ጦ
ዿ
者
の

ຽ
૸
な
ど
、
一
ಐ
的
な
ጦ
ዿ
を
ມ
࿊
し
た
ཱུ
ೆ
඘
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ጦ
ዿ
ፍ
ઞ
に
එ
଺
は
็
け
て
い
な

い
。

問
　
ዥ
ભ
の
็
མ
事
઄
の
ॗ
要
と
供
ዿ
्
ౡ
ಐ
期
は
。

း
　 

ス
⾔
⾧
⾰
⽭
ዥ
ભ
、
⾓
⾦
⾰
コ
、
ᆷ
஽
ዥ
ભ
、
ଌ
அ

ዥ
ભ
を
ธ
ᅏ
す
る
ያ
࿊
で
、
፭
Ꭼ
３
Ⴉ
の
ऊ
⼛
⽔
の

র
ถ
を
ያ
࿊
し
て
い
る
。

À
࢏
ྛ
ࢾ
ဪ
୵
ࢾ
๶
ஃ
඘
ཱུ
ೆ
඘
ャਢ
ࡎ
༌
㕳
஼
ヤ

À
་
࡮
୅
ୈ
য়
୰
ࣆ
ャਢ
ࡎ
༌
㕲㕱
஼
ヤ

À
ຳ
ኃ
ᅉ
৳
ᆣ
ઞ

ヱ
ャਢ
ࡎ
༌
2ӻ
஼
ヤ

問
　 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
ప
に
対
す
る
౪
࿊

৳
ᆣ
ઞ
の
ၾ
ዴ
は
ど
の
⽏
⼍
な
も
の
か
。

း
　 

医
療
ഌ
事
者
⼿
の
౫
࣍
を
ኬ
的
と
し
て
、
౦
ၾ
ଔ
็

事
઄
者
の
有
౨
か
ら
の
৳
ᆣ
に
⽏
る
も
の
。
ே
か
ら

の
୪
ᆋ
ઞ
と
஽
わ
せ
て
、
医
療
ഌ
事
者
⼿
の
౫
࣍
に

対
し
て
検
၀
し
た
い
と
ண
え
て
い
る
。

À
ఖ
ท
ྔ
ธ
ৰ
ઞ
ૅ
ႚ
ઞ
ャਢ
ࡎ
༌
2ӻ
஼
ヤ

問
　 

፭
Ꭼ
㖲
Ⴉ
度
の
ဴ
ഷ
ያ
్
に
⼫
い
て
ఖ
ท
ྔ
ธ
ৰ
ઞ

か
ら
繰
り
ႚ
れ
て
ያ
్
ᇨ
ถ
し
て
き
た
中
で
、
繰
ႚ

ઞ
ଲ
ॽ
は
、
分
か
り
や
す
⼖
い
⼍
と
繰
኱
し
に
な
る

と
౩
⼍
が
、
ဴ
ഷ
ያ
్
で
繰
り
ႚ
れ
た
分
で
、
ᇸ
ฝ

に
⽏
っ
て
ど
れ
⼖
ら
い
繰
኱
⼜
れ
た
の
か
。

း
　 

፭
Ꭼ
㖲
Ⴉ
度
ఖ
ท
ྔ
ธ
ৰ
ઞ
繰
ႚ
ઞ
は
、
ဴ
ഷ
ያ
్

で
ӻӾ
ࣳ
㖶
㖷
㖰
㖰
ቮ
ࣅ
を
繰
り
ႚ
れ
て
ያ
్
を
ᇨ
ถ

し
た
。
そ
の
後
、
ఖ
ท
ྔ
ธ
ৰ
ઞ
の
繰
ႚ
れ
、
繰
኱

し
を
行
い
、
ௗ
回
の
３
ଈ
ᇸ
ฝ
後
の
繰
ႚ
ઞ
の
決
్

見
௔
⽆
と
し
て
、
繰
ႚ
ॽ
は
㖱
ࣳ
㖶
㖴
㖷
㖸
ቮ
ࣅ
で
あ

る
。
௭
し
ࢂ
⼖
と
㖱
３
ࣳ
㖲
㖲
㖲
ቮ
ࣅ
が
繰
኱
し
を
行

え
た
૱
్
に
な
る
。

À
ධ
ࡿ
ଞ
ೲ
ヱ
ャਢ
ࡎ
༌
2ӻ
஼
ヤ

問
　 

ධ
ࡿ
ଞ
ೲ
で
、
新
ਊ
ం
ዿ
ධ
ࡿ
を
対
ඉ
と
し
た
ଞ
ೲ

व
の
ၾ
ዴ
を
ౙ
⼍
。

း
　 

ไ
઴
や
ᆴ
ኃ
ਊ
࿘
な
ど
の
ሓ
፭
৘
૒
の
⽂
か
に
、
౦

の
ఖ
ท
状
況
や
ఖ
ท
の
౗
ຎ
⽆
な
ど
の
ఖ
ท
に
৘
す

る
ଞ
ೲ
を
ಲ
౮
し
て
い
る
。

ຳ

aኃ

（委　員）

¼໠Өဂ

{୅Өဂ

ӨӨӨ౦Ө໠

ӨӨӨ་Өྰ

ӨӨӨ৤Ө቎

ӨӨӨ༭Өཀྵ

ౌ
઄
ଔ
็

ӡ委　員Ӣ

¼ன　๖

{ဥ　ဂ

ӨӨӨኾ　໠

ӨӨӨဂ　໠

ӨӨӨᆵ　ဥ

ӨӨӨุ　࡮

▲ඛ႞委員会の様子

๶ஃ඘ཱུೆ඘ࢾဪ୵ࢾྛ࢏▲
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ඛ႞委員会ň �ĸ

問
　
෮
ු
࡙
ࡿ
व
の
ॗ
要
は
。

း
　 

ま
ち
⼬
⼖
り
構
ມ
で
ಘ
⼜
れ
て
い
る
㖴
⼫
の
構
ມ
に

⼫
い
て
、
઱
஗
೮
ᇩ
の
ま
ち
⼬
⼖
り
に
ၟ
ँ
し
た
ৰ

本
૱
ब
や
、
ธ
ᅏ
の
ၾ
ዴ
な
ど
を
ල
ਢ
し
て
い
た
だ

⼖
࡙
ࡿ
व
。

ӨӨӨ

Å
൚
ᅖ
ઈ
౦
⽅
⼨
⼬
⼖
⽑
ஓ
ມ

À
൚
ᅖ
ઈ
౦
⽅
⼨
⼬
⼖
⽑
ஓ
ມ
Å

෮
ු
࡙
ࡿ
व

ᇌ
ੱ
ᆵ
౵

（委　員）

¼木 ໠

{ྙ ྥ

  小 ๖

  ྙ ဥ

  ᄀ ༭

  ඬ 木

  ஷ ೘

À
ऴ
୦
ᇱ
଩
ፍ 
ャਢ
ࡎ
༌
㖸
஼
ヤ 

問
　
保
଩
ፍ
が
変
ஏ
に
な
る
೗
た
る
要
ࢀ
は
。

း
　 

ऴ
୦
保
଩
ፍ
の
૱
్
は
、
３
Ⴉ
間
に
ᅢ
要
な
ऴ
୦
੉
ᆋ
、

地
域
౫
࣍
事
઄
や
ऴ
୦
ያ
ሻ
な
ど
、
෗
୵
構
່
や
⽲
⼇
⾐

ス
の
⾈
⼇
⽷
に
஽
わ
せ
て
૱
్
し
て
い
る
た
め
。

À
ၟ
࿊
ད
ࡰ
૙
ᇱ
ࡱ
ಈ
઄
⼯
⼶ 

ャਢ
ࡎ
༌
ӻ7
஼
ヤ

問
　ၟ

࿊
地
域
型
保
ࡱ
事
઄
と
は
、
ど
の
⽏
⼍
な
事
઄
な
の
か
。     

　း
　 

保
ࡱ
⾈
⼇
⽷
の
ஸ
い
⽹
ロ
ఄ
か
ら
㖲
ఄ
ಋ
の
小
ਊ
ኟ
保
ࡱ
事

઄
を
౪
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
小
ਊ
ኟ
保
ࡱ
事
઄
者
を
౦

が
Ⴁ
࿊
す
る
と
、
ၟ
࿊
地
域
型
保
ࡱ
事
઄
സ
と
な
る
。

À
ଌ
ෑ
೥
ෑ
໲
ฑ
⼵
ธ
ᅏ
⽙ 

ャਢ
ࡎ
༌
2ӻ
஼
ヤ

問
　 

コ
ロ
ナ
禍
で
ଌ
診
೥
診
者
が
ଲ
っ
て
い
る
が
、
ࡊ
඾
し
て

೥
診
が
で
き
る
体
制
の
ธ
ᅏ
を
。

း
　 

ௗ
Ⴉ
の
㖱
ଈ
ࡒ
வ
全
て
の
ଌ
診
を
ያ
ዃ
制

（
ウ
⽤
⾓
ያ
ዃ

も
၏
ႚ
）
で
行
い
、
㖱
回
あ
た
り
の
ଌ
診
の
࿊
ࡿ
を
࿊
め
、

ഋ
分
な
感
染
症
対
ప
を
೘
っ
て
い
る
。
፭
Ꭼ
３
Ⴉ
度
も
ࢂ

き
໗
き
ಲ
౮
し
て
い
⼖
。

À
ኁ
৖
ᇱ
ࡱ
സ
့
ධ
ࡿ
ࣤ
࣍
੉
ᆋ
ઞ 

ャਢ
ࡎ
༌
2ӻ
஼
ヤ 

問
　 

民
間
保
ࡱ
സ
့
ධ
ࡿ
応
࣍
੉
ᆋ
ઞ
㖱
㖲
㖱
㖵
ቮ
ࣅ
は
要
ሰ

が
あ
っ
た
も
の
が
ಲ
ଵ
す
る
と
౩
⼍
が
対
ඉ
෗
෾
と
༳
अ

に
⼫
い
て
ౙ
⼍
。

း
　 

コ
ロ
ナ
ウ
⽠
ル
ス
感
染
拡
大
に
お
い
て
、
保
ࡱ
事
઄
の
ഌ
事

者
を
応
࣍
す
る
た
め
、
対
ඉ
෗
෾
㖴
㖰
㖵
෗
、
㖱
෗
あ
た
り

３
ቮ
ࣅ
を
੉
ᆋ
す
る
も
の
。

▲玉ጰॺࣆਟኃੱࡱॺ஑のଵདྔ௮

ໂにׇる市ၗ確認ࢭبーآ׾▲

ャਢ
ࡎ
༌
㕲
஼
ヤ

小
ᅖ
ઈ
౦
༌
㖲
಑
ຳ
஽
૱
ब
で
ಘ
し
て
い
る
、

ミ
઱
の
୪
流
⽥
⾧
⽟
ム
ミ
⽯
⼇
⾅
ウ
⽤
イ
⽥
⾧
⽟
ム

ミ
઱
஗
⽟
⽬
⽸
ス
࣎
ၗ
⽥
⾧
⽟
ム
の
３
⼫
の
⽥
⾧
⽟

に
⼫
い
て
、
ᅪ
ጰ
ৰ
地
ᇖ
⼺
に
ࡹ
඗
઱
஗
を
७
と

し
て
୪
流
෗
୵
の
拡
大
や
地
域
ව
੹
を
ঊ
ต
ँ
し

ࡹ
඗
઱
஗
や
本
౦
の
Ⴁ
知
度
の
୶
එ
を
෨
る
と
と

も
に
、
ᅌ
行
඘
と
地
域
ഉ
民
が
੢
ໜ
で
き
る
ఆ
॔

に
੫
い
ま
ち
⼬
⼖
り
を
ኬ
的
と
し
た
構
ມ
。
ଵ
ఓ

㖴
⼫
の
構
ມ
が
ಘ
⼜
れ
て
い
る
。
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  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

ॉさんのภ活にかか׎る་โなၾዴに֣փて、

市議会議員が市に対して行օಱኴです。

ᄤಱኴƌƳƎjࡴ

౦
ท
Ǉ
ಱƔ

ƕ

Ǝ
j

Å
一
ᄤ
ಱ
問
の
ૡ
ఐ
਋
事
は
ਢ
ࡿ
本
෗
が
ఢ
ถ
し
て
い
ま
す
。

P12P12 ୅ဂ　ଣፕ୅ဂ　ଣፕ

213213 木໠　৮ࡴ木໠　৮ࡴ

ྙဥ　ஂཌྷྙဥ　ஂཌྷ

P14P14 ဥဂ　พࡴᎤဥဂ　พࡴᎤ

ᆵဥ　ȏȓǽᆵဥ　ȏȓǽ

215215 ໠ဂ　ണ೩໠ဂ　ണ೩

ඬ木　ஆ౤ඬ木　ஆ౤

216216 ᄀ༭　୻ᇌᄀ༭　୻ᇌ

ྙྥ　པႱ ྙྥ　པႱ 

P17P17 ༭ཀྵ　和የ༭ཀྵ　和የ

小๖　ଥಓ小๖　ଥಓ

218218 ࠸　　࡮ุ࠸　　࡮ุ

ஷ೘　କࡴஷ೘　କࡴ

Өժಱኴ議員　Өӻӽ኎իӨժಱኴ議員　Өӻӽ኎իӨժಱኴ議員　Өӻӽ኎իӨժಱኴ議員　Өӻӽ኎ի     ÅಱኴവÅಱኴവ

୅Өဂ　ଣӨፕ

དࡰഩৄ؅スಲආಲଫଢ଼の಑֩׊Ԣԣԏԟ֮

቎६運பに向けጦᇬ性向එ֧ೆၾৄ੩のू๷を෨׊

಑
な
る
㗌
㗍
㖾
㗉
地
域
୰
੢

୪
ྫྷ
に
⼫
い
て

㗊
　
地
域
ഩ
ৄ
⾍
ス
の
ಲ
ආ

ಲ
ଫ
が
３
ଈ
ቨ
で
೸
ፇ
し
ま

す
が
、
そ
の
ଅ
ऐ
と
಑
な
る

㗌
㗍
㖾
㗉
は
。

ĸ 

৫
ब
ఖ
ท
ᆪ
ྙ

౦
ၾ
ഩ

ৄ
⾍
ス
で
㖱
回
、
地
域
ഩ
ৄ

⾍
ス
で
３
回
の
ル
⼇
⾅
変
ஏ

を
行
っ
た
が
ル
⼇
⾅
௺
ᇨ
の

中
で
本
६
ࢥ
行
に
୶
け
て
ጦ

ዿ
者
の
ጦ
ᇬ
ต
୶
එ
や
ೆ
ၾ

ৄ
੩
の
ू
๷
を
෨
り
、
感
染

対
ప
を
行
⼍
こ
と
で
ጦ
ዿ
者

෾
ໃ
इ
を
ኬ
౪
す
。

㗊 

ஃ
域
ᎌ
ૢ
୰
੢
୪
ྫྷ
に

⼫
い
て
、
ุ
ࣰ
౦
ヅ
小
ᅖ
ઈ

౦
で
の
ᎌ
ૢ
は
。

㖺 

৫
ब
ఖ
ท
ᆪ
ྙ

ஃ
域
ጦ

ዿ
に
৘
す
る
事
઄
ँ
は
、
本

౦
の
⽆
で
は
ු
め
る
こ
と
が

ႍ
し
⼖
、
৘
૒
自
ಓ
体
や
事

઄
者
と
の
੤
ਢ
が
ᅢ
要
で
あ

る
の
で
、
地
域
୰
੢
୪
ྫྷ
૱

ब
ప
࿊
の
中
で
事
઄
ँ
に
୶
け

て
੤
ਢ
を
ු
め
て
い
き
た
い
。

௺
㗊 

地
域
の
⾈
⼇
⽷
に
対
応

す
る
も
の
で
ວ
期
ಲ
ଵ
ई
Ⴗ

な
も
の
は
。

௺
㖺 

৫
ब
ఖ
ท
ᆪ
ྙ  

ಲ
౮

Ɯ
Ƃ
ǀ
ƀ
ƞ
Ż
ƀ
Ƥ
ಈ
઄
者

ƣ
၍
࡝
Ɓ
ᆊ
ई
ଁ
Ɲ
Ɵ
ǀ
Ɣ

ƶ
⺯
ಲ
ଵ
Ɯ
Ƃ
ǀ
ƀ
Ƥ
ᆊ
၅

ነ
Ɯ
Ƥ
あ
る
が
、
事
઄
者
と

੤
ਢ
を
ු
め
ら
れ
る
の
は
౦

॒
で
も
ౚ
え
る
⽼
⽬
⽴
⼇
⽾

⽮
⾀
⾅
と
ண
え
て
い
る
。

಑
な
る
㗌
㗍
㖾
㗉
ੱ
ࡱ
行
ท

に
⼫
い
て

㗊
　
小
ᅖ
ઈ
౦
の

ミ
㗀
㗂
㗀

㖺
ス
⽬
⼇
ル
構
ມ
ム
に
お
け

る
ৰ
ᄯ
ธ
ᅏ
状
況
と
ග
ሇ
ੱ

ࡱ
の
ၾ
ዴ
に
⼫
い
て
ౙ
⼍
。

㖺 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

学
஑
ၾ
で
の

ஸ
໒
大
ዴ
ፘ
ྫྷ
ම
を
ई
Ⴗ
に

す
る
⾊
⾀
⾅
⾬
⼇
⽬
ৄ
੩
構

築
が
র
ፇ
。
一
෗
一
༊
の
⽼

⾓
⾩
⾀
⾅
༾
ቨ
৯
と
ᆗ
ྫྷ
ੱ

ಬ
ヅ
ၟ
ᇠ
౫
࣍
ੱ
ಬ
⼿
の
ဃ

౤
ோ
ᄜ
็
མ
は
全
小
中
学

஑
に
ვ
ᅏ
。
小
๖
ႊ
小
ヅ
ႊ

中
の
⽏
⼍
な
፥
ไ
型
ヅ
ᅖ
ኾ

ጰ
地
ત
の
⽏
⼍
な
分
ై
型
小

中
一
৓
ੱ
ࡱ
に
お
け
る
⽧
⾰

⾦
イ
⾰
೨
઄
の
ঊ
ዿ
や
ᆊ
ဎ

஑
の
ಋ
ၔ
ภ
ည
⼿
の
学
೺
౫

࣍
な
ど
の
ঊ
ዿ
も
ෆ
め
て
い

⼖
。

そ
の
໢
の
ಱ
問 

औ
ఆ
ಐ
に
お
け
る
৭
৿
৉
ጫ

に
⼫
い
て

（
଼
෗
ග
ሇ
保
୦

の
೘
࠿
い
໢
）

ᄤಱኴࡴ

1�
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㗊 

ଵ
ఓ
の
状
況
と
ௗ
Ⴉ
度
ࡒ

வ
の
૱
ब
を
ౙ
⼍
。

ĸ 

ౌ
઄
૪
అ
ᆪ
ྙ

ଵ
ఓ
、

ࡹ
඗
઱
஗
೮
ᇩ
ま
ち
⼬
⼖
り

構
ມ
を
検
ආ
す
る
ཌ
ॎ
と
し

て
、
ວ
期
事
઄
ँ
が
見
௔
め

る
事
઄
に
⼫
い
て
検
၀
し
、

ミ
そ
ら
ら
拡
྅
ム
構
ມ
か
ら

೘
ຎ
⽆
、
፭
Ꭼ
３
Ⴉ
度
の
ৰ

本
૱
ब
ప
࿊
に
୶
け
മ
ᅏ

中
、
፭
Ꭼ
３
Ⴉ
度
は

ミ
そ
ら

ら
拡
྅
ム
構
ມ
の
ಲ
ଵ
に
୶

け
、
ಂ
問
৿
৘
と
し
て

ミ
小

ᅖ
ઈ
౦
ま
ち
⼬
⼖
り
構
ມ
෮

ු
࡙
ࡿ
व
ム
を
็
མ
し
、
ຳ

஽
的
な
検
၀
を
行
い
ธ
ᅏ
ሑ

෕
を
決
࿊
す
る
。
፭
Ꭼ
㖴
Ⴉ

度
は
ৰ
本
૱
ब
に
ৰ
⼬
き
、

新
た
に
็
མ
す
る
౮
็
の
ಲ

౮
૱
ब
と
し
て
ಲ
౮
็
૱
を

行
い
、
፭
Ꭼ
㖵
Ⴉ
度
か
ら
౮

็
の
ธ
ᅏ
に
ཧ
手
し
た
い
。

要
望
　
ࡹ
඗
઱
஗
೮
ᇩ
の
ঊ

ต
ँ
に
୶
け
た
ま
ち
⼬
⼖
り

構
ມ
と
い
⼍
こ
と
で
、
ே
ヅ

ଡ
に
も
။
き
か
け
る
大
き
な

構
ມ
で
あ
り
、
ગ
ቹ
な
૱
ब

を
立
て
ま
た
ྔ
査
を
し
て
೘

り
ຎ
ん
で
⽂
し
い
。

㗊 

୰
੢
事
઄

（
ၗ
᎓
）
の

๶
ရ
し
ヅ
ᇓ
മ
ँ
ᄇ
཯
は
、

౦
ၾ
૪
అ
を
౫
え
る
た
め
に

も
有
୲
で
あ
り
、
୰
੢
事
઄

の
ᄇ
཯
状
況
は
。

ĸ 

ဒ
౦
ଔ
็
ᆪ
ྙ

එ
ᄖ
期

の
಩
行
ጴ
は
ዃ
6Ӿ
²
、
ద
Ⴉ

度
に
ᄾ
べ
㖴
²
ଲ
൛
、
要
ࢀ

と
し
て
は
地
ଚ
者
と
の
୪
൰

や
ဃ
཮
ࡤ
็
、
ஏ
に
ඈ
఍
็

૱
の
見
ྞ
し
な
ど
ᆊ
໐
の
日

෾
を
要
し
た
た
め
、
౮
୿
ಐ

期
の
ᇓ
മ
ँ
は
ଔ
็
事
઄
者

の
૪
ࢪ
の
ࡊ
࿊
ँ
に
重
要
で

あ
る
と
ண
え
て
お
り
ई
Ⴗ
な

଺
り
ວ
期
ᄇ
཯
に
೘
り
ຎ
ん

で
い
⼖
。

㗊 

ઈ
ጰ
ࢥ
動
୰
ࣆ
の
ዥ
ભ

࿯
ੌ
後
の
็
མ
૱
ब
は
。

ĸ 

ᇌ
ँ
Ǥ
Ȉ
⺳
ǯ
ව
੹
ᆪ
ྙ

૱

ब
的
に
、
ఖ
ଳ
を
確
保
し
ธ

ᅏ
を
ු
め
、
౮
็
ৄ
੩
の
充

ಲ
に
ဖ
め
て
い
⼖
。

ྙӨဥ　ஂӨཌྷ

ኪӨ໠　৮Өࡴ

൚ᅖઈ౦ֽ֤֠֎りஓມのଵੳ֧ௗଢ଼の૱ब֮

ৰ቎૱बప定֧֖֥ զ֜らら४྅է ஓມಈ઄のຳ஽࿨֩ଙ၀をபօ

ภ活௘੅ฌ໷౫࣍ప֦༱ׁ೘りֻ֒֔֩փฑဗ็૱を

ଡ֧੤定࿙ଅ֖㕳Ⴉဗからዻy֩ಈ઄をಲ౮֖֥փ֎

㗊 

౫
࣍
の
ৰ
本
的
Ꮂ
ຎ
か
ら

॒
れ
た
ऌ
࿍
を
ど
⼍
౫
࣍
、

਽
అ
し
て
い
⼖
か
。

ĸ 

ᆵ
౵
ᆪ
ྙ

ଡ
と
の
ஃ

域
ᎌ
ૢ
で
ऌ
૱
ະ
ཎ
౫
࣍
事

઄
、
೰
᎕
മ
ᅏ
౫
࣍
事
઄
を

ಲ
౮
し
、
௘
੅
ฌ
໷
を
対
ඉ

と
し
た
౤
ど
も
の
学
೺
౫
࣍

事
઄
な
ど
を
充
ಲ
⼜
せ
࿪
切

に
౫
࣍
し
て
い
⼖
。

㗊 

地
ሑ
૪
అ
の
ગ
਼
事
໺

状
況
ऀ
、
ภ
ঊ
保
୦
෇
請
ಐ

に
ࣝ
け
る
ᆔ
ጊ
൴
व
が
有
॔

ኅ
ࢽ
と
な
ら
な
い
⽏
⼍
コ
ロ

ナ
禍
に
໌
し
た
඾
あ
る
೥
ᆋ

ሑ
ሓ
や
対
応
、
ௗ
後
の
ሑ
෕

な
ど
を
ౙ
⼍
。

㖺 

ᆵ
౵
ᆪ
ྙ

ྞ
ઝ
の
ू
ฝ

に
⽏
り
ᆔ
ጊ
ਟ
ኃ
の
ጨ
行
が

期
໸
で
き
な
い
と
ᄕ
ཉ
⼜
れ

る
඘
஽
、
ᆔ
ጊ
ਟ
ኃ
者
⼿
の

ྞ
ไ
の
൴
व
を
行
わ
な
い
。

㗊 

௘
੅
学
ภ
チ
൅
ต
な
ど

ೕ
者
⼿
の
自
స
ሻ
౱
ప
は
。

ĸ 

ᆵ
౵
ᆪ
ྙ

こ
こ
⽔
の
ଌ

அ
ະ
ཎ
と
し
て
౦
ၾ
３
व
඘
で

஽
૱
ӽӺ
回
ಲ
౮
ያ
࿊
で
あ
る
。

㗊 

⽹
ロ
⽨
⼇
⾙
⾰
⽴
⾃
⽠
⼇

๓
言
後
の
೘
ຎ
⽆
は
。

ĸ 

౦
ኁ
ภ
ঊ
ᆪ
ྙ

ৄ
੩

⾒
⽤
ス
⾃
⽠
⾍
ル
を
௺
度
्

௹
し
㗉
㗋
す
る
。

㗊 

઱
஗
೮
ᇩ
、
ま
ち
⼬
⼖
り

ৰ
本
構
ມ
、
ৰ
本
૱
ब
ప
࿊

事
઄
で
は
、
঱
民
一
体
と
な

り
民
間
ဨ
ಃ
を
ା
⼺
௔
⽇
૱

ब
を
ప
࿊
し
಑
ฌ
༉
の
౦
民

が
৮
ん
で
ࢂ
き
૫
い
で
⼖
れ

る
౮
็
の
⽆
ሰ
ま
れ
る
と
ண

え
る
が
、
本
౦
༳
ၤ
で
૱
ब

の
ಲ
行
に
౼
っ
た
఑
の
ມ
࿊

⼜
れ
る
৉
ጫ
ࢥ
ࢪ
ᅉ
な
ど
൙

጖
に
わ
た
る
⾦
⾰
⾈
⾰
⽭
コ

ス
⾅
に
⼫
い
て
ౙ
⼍
。

ĸ 

ౌ
઄
૪
అ
ᆪ
ྙ

⾦
⾰
⾈

⾰
⽭
コ
ス
⾅
့
に
⼫
い
て
ৰ
本

૱
ब
の
中
で
ຳ
஽
的
に
検
၀

し
て
い
き
、
൙
጖
Ơ
Ǆ
Ɣ
ƿ
⺯

ಏ
໗
ई
Ⴗ
Ɵ
ಈ
઄
Ɲ
Ɵ
ǀ
ƽ

Ż
ௗ
ଢ଼
ย
௮
ƌ
౮
็
ธ
ᅏ
Ơ

୶
Ɔ
ƛ
ဖ
ƶ
ƛ
Ź
Ƅ
⺰

㗊 

໤
ጉ
୯
ᄇ
ဃ
ዿ
地
に
お

け
る
ି
࿊
ಃ
ౌ
ฯ
収
ႚ
の
ጦ

ঊ
ዿ
、
൙
጖
の
ৄ
੩
問
題
の

ᅏ
え
と
し
て
新
た
に
ৰ
ઞ
の

ຕ
็
を
ሰ
⽇
が
౦
の
ண
え
を

ౙ
⼍
。

ĸ 

౦
ኁ
ภ
ঊ
ᆪ
ྙ

਌
重
な

一
ᄤ
ఖ
ଳ
の
た
め
本
౦
の
ଯ

し
い
ఖ
ท
事
ග
で
は
大
変
ଯ

し
い
状
況
に
あ
る
。
提
ࡎ
の

ৰ
ઞ
ຕ
็
は
ே
の
制
度
の
動

୶
を
見
ઇ
め
た
⼍
え
で
、
ू

め
て
検
၀
し
て
い
⼖
。

রถؖיー׭

ᄤಱኴࡴ
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  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会  ፭Ꭼ ӽ Ⴉ㕳月定例会

኏֧֎ら֖を೙׿آר׊໴పのഊಲを

ጅ౫࣍ೄに৳り࿸փ、 ேのᇸൃฑဗ့を活用֖֥փ֎

ᆵӨဥ　ؙ؝؇

ഉኁの؀ーׯを೘りႚ֥׋ວ਼֩໴ࣤをଙ၀

ဥӨဂӨӨพࡴᎤ

㗊 

⽼
⽬
⽴
⼇
ඔ
ೆ
଎
を
ጦ
ዿ

し
な
い
ኘ
੔
返
Ⴖ
者
に
ဃ
動

自
࿼
ೆ
့
の
ம
ႚ
ᅉ
の
一
ᆪ

助
ถ
を
。

ĸ 

ᆵ
౵
ᆪ
ྙ

ஸ
፼
者
့
の

॒
ഞ
౫
࣍
事
઄
と
し
て
、
ഷ

ඔ
り
ፍ
ઞ
ະ
ဴ
ॽ
㖷
㖴
㖰
ࣅ

の
⽼
⽬
⽴
⼇
ጦ
ዿ
଎
を
Ⴉ
間

2Ӿ
቙
୪
ᆋ
し
て
い
る
。
፭

Ꭼ
ଭ
Ⴉ
度
の
ጦ
ዿ
者
は
㖱
ッ

㖱
㖵
㖰
኎
で
ጦ
ዿ
቙
෾
は
全

体
で
、
㖱
㖴
ッ
㖵
㖱
㖶
቙
、

ጦ
ዿ
ጴ
は
㖵
㖲
ツ
㖵
²
で
あ
っ

た
。
ኘ
੔
返
Ⴖ
者
⼿
の
ࡤ
動

対
ప
手
ཌ
と
し
て
、
自
࿼
ೆ

့
の
ம
ႚ
ᅉ
の
一
ᆪ
助
ถ
も

৞
め
、
॒
ഞ
౫
࣍
事
઄
を

⽏
り
໣
⼖
の
ஸ
፼
者
の
ॉ
ዻ

が
ጦ
ዿ
で
き
る
⽏
⼍
、
৘
૒

৿
৘
と
ᎌ
ૢ
し
て
ጦ
ዿ
者
の

⾈
⼇
⽷
に
࿸
っ
た
೘
り
ຎ
⽆

を
検
၀
し
て
い
⼖
。

㗊 

⾎
⾓
⾧
⾀
⽬
コ
メ
⾰
⾅
の
中

で
、
࢏
ྛ
小
と
Ⴖ
඘
小
の
ျ
჋

஽
に
⼫
い
て
㖲
㖰
㖰
෗
を
ྖ
え

る
࡝
見
の
提
ഞ
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
࡝
見
は
ど
の
⽏
⼍
に
૱
ब

の
中
に
ᄗ
ࢭ
⼜
れ
る
の
か
。

㖺 

ຳ
ኃ
ᆪ
ྙ

重
要
な
๰
༖
౺

の
一
⼫
と
し
て
そ
の
ሑ
୶
ต
を

ま
と
め
た
も
の
。
࡝
見
は
෉
ឋ

に
೥
け
౱
め
、
ௗ
後
૱
ब
の
෮

ු
に
あ
た
り
、
ೂ
व
ග
ฒ
や
ੱ

ࡱ
౮
ప
の
動
୶
と
ᇏ
せ
、
地
域

の
ಲ
ග
့
を
၃
ま
え
る
こ
と
は

重
要
。
地
域
の
ॉ
ዻ
と
ོ
Ⴅ

な
࡝
見
୪
হ
の
඘
を
็
け
て
ු

め
る
。

㗊 

Ғ
ඛ
ᄰ
๦
୑
๦
ੲ
の
ແ
ࣿ

ғ
Ꮀ
౅
地
ၾ
い
ち
⽎
⼍
ྫྷ
り
ᇶ

ၗ
の
ၨ
࣠

Ҕ
ೆ
ၗ
と
ᇶ
ၗ
の
ཌ
௭
解
൯

ࡒ
එ
３
ଉ
の
対
応
を
問
⼍
。

㖺 

ဒ
౦
ଔ
็
ᆪ
ྙ

Ғ
ວ
਼
に
ྔ
査
し
対
応
す
る
。

ғ
３
ଈ
中
に
一
ᆪ
ᇸ
ೲ
を
ಲ

౮
。
ௗ
後
は
、
ज़
᎓
೩
の
ᒘ

࿊
、
間
ࢂ
き
့
の
検
၀
を
行
い

ᅢ
要
な
対
ప
を
஬
じ
る
。

Ҕ
ज़
᎓
೩
の
ᒘ
࿊
、
間
ࢂ
き

や
ᇶ
ၗ
の
ᇸ
ೲ
を
検
၀
す
る

఑
、
ཌ
௭
の
解
൯
も
౽
ኾ
に
ႚ

れ
て
、
⼜
ら
に
ሻ
୦
న
の
็
མ

も
৞
め
て
ど
の
⽏
⼍
な
ሑ
ሓ
が

⽏
い
か
検
၀
し
て
い
⼖
。

ഉኁのጅሰを೘りႚ֞׋பท౮పのಲ౮

㗊 

኏
と
⼖
ら
し
を
೙
る
た
め

に
は
ま
ず
㗉
㖼
㗋
検
査
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
⾬
⽬
⽾
⾰
ไ

೟
体
制
は
ු
ん
で
い
る
か
。
ま

た
౤
ࡱ
て
応
࣍
の
た
め
に
も
ᇸ

助
制
度
の
充
ಲ
を
෨
っ
て
ግ
し

い
。
໢
の
自
ಓ
体
で
も
ු
ん
で

い
る
医
療
、
保
ࡱ
৘
૒
者
に
౫

࣍
ప
の
対
応
は
あ
る
か
ౙ
⼍
。

ĸ 

ᇱ
ଌ
ࢸ
ภ
ᆪ
ྙ

㗉
㖼
㗋
検

査
は
ଵ
ఓ
૱
ब
し
て
い
な
い
が
ᅢ

要
が
ஸ
ま
れ
ば
行
⼍
。
⾬
⽬
⽾
⾰

ไ
೟
は
⽴
⾢
⾜
⾩
⼇
⽴
⾤
⾰
を
၃

ま
え
、
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た

い
。
保
ࡱ
ഌ
事
者
౫
࣍
は
応
࣍

੉
ᆋ
ઞ
を
Ⴉ
度
ၾ
に
੉
ᆋ
す
る
。

㗊 

୰
੢
౮
็
の
ௗ
後
の
૱
ब

に
対
し
、
౦
民
か
ら
⾎
⾓
⾧
⾀

⽬
コ
メ
⾰
⾅
に
໣
⼖
の
࡝
見
が

৳
せ
ら
れ
た
が
、
ၟ
に
学
஑
は

മ
ᅏ
࡙
ࡿ
व
を
ວ
਼
に
立
ち
එ

⼙
る
べ
き
と
౩
⼍
が
対
応
は
ど

の
⽏
⼍
に
す
る
の
か
。
す
で
に

ᇘ
஑
と
な
っ
た
学
஑
့
౮
็
の

有
୲
ঊ
ዿ
は
ු
ん
で
い
る
か
。

჋
ࣆ
ዲ
བྷ
ࣆ
の
฿
地
ጦ
ዿ
に
౦

民
の
ฤ
を
ঊ
か
し
て
ግ
し
い
。

ĸ 

ຳ
ኃ
ᆪ
ྙ

മ
ᅏ
࡙
ࡿ
व

့
は
ೂ
व
ග
ฒ
を
見
ઇ
め
、

৘
૒
౦
民
と
஽
࡝
を
ၜ
な
が

ら
ོ
Ⴅ
に
ු
め
て
い
⼖
。
学

஑
့
の
฿
地
は
地
域
の
ঊ
ต

ँ
に
૬
⼙
ら
れ
る
⽏
⼍
୪
流

地
࿾
と
し
て
ธ
ᅏ
を
ු
め
た

い
。
ዲ
བྷ
ࣆ
့
の
฿
地
に
⼫

い
て
も
౦
民
の
⾈
⼇
⽷
の
Ⴞ

࠶
に
ဖ
め
ු
め
て
い
き
た
い
。

㗊 

ྫྷ
学
᎓
の
新
็
ၗ
᎓
に
ම

஼
৿
็
མ
を
ວ
਼
に
৪
⼍
。

ĸ 

ဒ
౦
ଔ
็
ᆪ
ྙ

中
࣡
ஸ

஑
ઝ
⼖
の
୪
௭
࿾
に
は
ӽ
ଈ

中
に
ම
஼
৿
が
็
མ
⼜
れ
る
。

໢
の
୪
௭
࿾
に
⼫
い
て
も
୪

ྫྷ
ፘ
を
ྔ
査
の
එ
、
੫
⼖
ଡ

૳
に
။
き
か
け
て
い
⼖
。

㗊 

⽵
⽤
⾰
⽽
⼇
ᇓ
့
ೂ
व
ಲ

ଵ
に
୶
け
新
ႚ
ภ
の
⾦
⾰
ド
⽸

ル
の
න
ᇠ
対
応
や
஑
໋
見
ྞ

し
は
⼜
れ
て
い
る
か
。
२
ල
ਢ

࡙
ࡿ
့
の
ཌྷ
൅
ᄾ
の
ኬ
ᅮ
は

༥
ถ
⼜
れ
て
い
る
か
。
ま
た
൅

ต
の
။
き
や
す
い
ৄ
੩
や
౦
ධ

ࡿ
の
৉
ጫ
ධ
൅
ต
ဎ
ዿ
の
೘

り
ຎ
⽆
は
な
⼜
れ
て
い
る
か
。

ĸ 

౦
ྙ
୰
ಬ
ྙ

⾦
⾰
ド
⽸

ル
は
න
の
変
ஏ
に
対
応
し
、

஑
໋
は
ཌྷ
൅
の
ત
ᇠ
が
な
い

と
Ⴁ
ಡ
し
て
い
る
。
२
ල
ਢ

࡙
ࡿ
の
ཌྷ
൅
ᄾ
ኬ
ᅮ
ӽӿ
²
に

対
し
22
²
だ
が
、
Ⴉ
間
ྫྷ
じ

൅
ต
෗
ఔ
を
ᇻ
ആ
、
ဎ
Ꭹ
を

ା
⼺
か
け
て
い
る
。
ま
た
、

൅
ต
৉
ጫ
ධ
ဎ
ዿ
に
୶
け
た

෗
ఔ
ࡱ
ถ
の
た
め
、
२
೟
ଞ

ೲ
့
を
ྫྷ
じ
ス
⽪
ル
⽟
⾀
⾔
を

෨
っ
て
い
⼖
。

ᄤಱኴࡴ
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議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼

ග報ؗࡱੱؠ؞෮ුಈ઄に֣փ֥

؂ットࡊ๺ੱಬを֦بי؞بןಲ౮֘׊ያ定

ඬӨኪӨӨஆӨ౤

໠Өဂ　ണӨ೩

೮ᇩธᅏಈ઄　ဪ୵౦ዛདのሑ向性֮ࢾྛ࢏

୰੢౮็ຳ஽৉ጫ૱ब、 ଔཝᆾ૩଼別౮็૱बを၃ֽև、 ዻy֩ጦ活用を෨׊

㗊 

࢏
ྛ
ࢾ
೮
ᇩ
ธ
ᅏ
事
઄
の

ු
ྜྷ
状
況
と
ௗ
後
の
౦
有
地
の

ሑ
୶
ต
を
௺
確
Ⴁ
す
る
。

ĸ 

ဒ
౦
ଔ
็
ᆪ
ྙ

ଵ
ఓ
⺯

ੲ
එ
ࢾ
಻
ਸ
⼺
ဪ
ฦ
自
ዡ
ྫྷ

᎓
に
ไ
໗
す
る
࢏
ྛ
ࢾ
๶
ஃ

඘
に
⼫
い
て
、
ฦ
୵
は
一
ᄤ

ೆ
や
⾍
ス
の
ඔ
வ
඘
な
ど
が

ॗ
⼴
র
ถ
し
、
ဪ
୵
は
ロ
⼇

⽼
⾧
⼇
ၾ
の
ཱུ
ೆ
඘
ธ
ᅏ
や

౦
有
地
を
ภ
か
し
た
ஃ
඘
ธ

ᅏ
୿
事
を
行
っ
て
い
る
。
౦

有
地
に
⼫
い
て
、
⾎
⾓
⾧
⾀

⽬
コ
メ
⾰
⾅
で
࢏
ྛ
ࢾ
ဪ
୵

ᆷ
஽
౮
็
に
৘
す
る
࡝
見
が

2ӽ
ଉ
あ
っ
た
が
、
ௗ
後
は
୰

੢
౮
็
ຳ
஽
৉
ጫ
૱
ब
ਸ
⼺

୰
੢
౮
็
ଔ
築
ᆾ
૩
଼
ᇠ
౮

็
૱
ब
を
၃
ま
え
、
ဪ
୵
౦

有
地
の
ธ
ᅏ
手
ሓ
を
৞
め
検

၀
し
、
ဴ
ኜ
の
間
は
ዻ
y
な

ጦ
ঊ
ዿ
が
෨
ら
れ
る
⽏
⼍
ஃ

඘
と
し
て
ธ
ᅏ
を
行
⼍
。

㗊 

㗂
㖼
㗍
ৄ
੩
の
ಲ
ଵ
に
⽏

り
、
౦
は
ど
の
⽏
⼍
な
⽨
⾧

⽪
⾢
⾦
⾝
を
೘
り
ႚ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
ੱ
౧
の
㗂
㖼
㗍

ँ
に
୶
け
た
ଞ
ೲ
့
が
し
っ

か
り
行
わ
れ
る
の
か
。

ĸ 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

㗂
㖼
㗍
を
ঊ

ዿ
し
て
ಋ
ၔ
ภ
ည
の
学
⼺
を

充
ಲ
⼜
せ
る
た
め
に
は
、
㗂
㖼

㗍
の
ၟ
ต
や
ጦ
࿾
を
ண
ፄ
し
、

新
学
೺
౪
၏
要
ፚ
で
求
め
ら

れ
る
೗
体
的
、
対
Ꭽ
的
で
ෆ

い
学
⼺
の
౽
࿾
に
立
っ
た
೘
ຎ

⽆
に
⽏
り
、
学
⼺
の
充
ಲ
に
⼫

な
⼙
た
い
。
㗂
㖼
㗍
の
ঊ
ዿ
に

⼫
い
て
は
、
ଵ
ఓ
の
㗂
㖼
㗍
౫

࣍
ࡿ
に
⽏
る
ੱ
౧
の
೨
઄
౫

࣍
を
૫
໗
し
て
い
⼖
。

㗊 

౦
ၾ
ྫྷ
学
᎓
୪
௭
࿾
⼿
の

⽩
⼇
ド
⾎
イ
⾔
็
མ
に
⼫
い

て
౦
の
見
解
は
。

ĸ 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

୪
ྫྷ
ࡊ
全
⾔

ロ
⽭
⾦
⾝
့
に
⽏
り
৭
଩
な

୪
௭
࿾
့
を
確
Ⴁ
す
る
と

と
も
に
、
็
མ
の
ई
Ⴗ
ต
に

⼫
い
て
ၗ
᎓
担
ဴ
ड
と
の
੤

ਢ
、
ྔ
ธ
を
行
っ
て
い
⼖
。

㗊 

ྫྷ
学
᎓
の
ሻ
ᄠ
⽨
メ
⾦
の

็
མ
༊
෾
、
಑
Ⴉ
度
の
็
མ

඘
സ
に
⼫
い
て
ౙ
⼍
。

ĸ 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

ଵ
ఓ
27
༊
の

ሻ
ᄠ
⽨
メ
⾦
を
ྫྷ
学
᎓
と
な
る

೗
要
な
ၗ
᎓
の
୪
௭
࿾
့
に

็
མ
し
て
い
る
。
ࢂ
き
໗
き
ሻ

ᄠ
ཆ
体
や
地
域
の
੤
፛
に
⽏
る

見
೙
り
ঊ
動
を
⽲
⾚
⼇
⾅
し
、

学
஑
৘
૒
者
の
࡝
見
を
೘
り

ႚ
れ
た
⼍
え
で
、
૳
ళ
と
ྔ
ธ

を
行
⼍
。

㗊 

ྫྷ
学
᎓
の
新
็
ၗ
᎓
に
ම

஼
৿
็
མ
を
ວ
਼
に
৪
⼍
。

ĸ 㗊 

⽵
⽤
⾰
⽽
⼇
ᇓ
့
ೂ
व
ಲ

ଵ
に
୶
け
新
ႚ
ภ
の
⾦
⾰
ド
⽸

ル
の
න
ᇠ
対
応
や
஑
໋
見
ྞ

し
は
⼜
れ
て
い
る
か
。
२
ල
ਢ

࡙
ࡿ
့
の
ཌྷ
൅
ᄾ
の
ኬ
ᅮ
は

༥
ถ
⼜
れ
て
い
る
か
。
ま
た
൅

ต
の
။
き
や
す
い
ৄ
੩
や
౦
ධ

ࡿ
の
৉
ጫ
ධ
൅
ต
ဎ
ዿ
の
೘

り
ຎ
⽆
は
な
⼜
れ
て
い
る
か
。

ĸ 

㗊 

ග
ሇ
⾟
⾦
⾨
ੱ
ࡱ
෮
ු
ಈ
઄

ග
ሇ
ྫྷ
ම
ਙ
ട
を
ঊ
ዿ
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
メ
⾄
⽠
⽟

૪
ዡ
の
ග
ሇ
を
ᄕ
ཉ
す
る
፛

が
ᅢ
要
で
あ
り
Ҧ
㗖
㗍
を
ঊ

ዿ
す
る
፛
だ
け
で
な
⼖
、
ග

ሇ
を
࿪
切
に
ᄕ
ཉ
す
る
፛

を
き
ち
ん
と
ੱ
ࡱ
し
て
い
⼖

こ
と
も
重
要
に
な
る
。
ே
も

጖
Ⴉ
度

ミ
㗀
㗂
㗀
㖺
ス
⽬
⼇

ル
構
ມ
に
お
け
る
学
⼺
の
充

ಲ
ム
と
し
て
ያ
్
を
૱
එ
し

て
い
る
が
、
本
౦
の
見
解
を

ౙ
⼍
。

ĸ 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

本
౦
の
೘
り

ຎ
⽆
は
小
学
３
Ⴉ
ภ
ࡒ
එ
の

全
て
の
学
ੇ
で
ග
ሇ
༾
ቨ
の

ࡊ
全
な
ౚ
い
ሑ
に
৘
す
る
Ꭽ

し
஽
い
の
඘
を
็
け
た
り
、

ዻ
y
な
ධ
೟
の
ሑ
に
஬
౧
を

お
৪
い
し
て
ග
ሇ
⾟
⾦
ル
に

৘
す
る
஬
೺
व
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
⽏
⼍
な
೘
り
ຎ
⽆

を
૫
໗
す
る
と
と
も
に
、
㗇

㗍
㗍
ဪ
日
本
ࡹ
඗
౫
࿷
の
੤

፛
の
も
と
、
⾊
⾀
⾅
ࡊ
全
ੱ

ಬ
を
⽧
⾰
⾦
イ
⾰
で
ಲ
౮
ያ

࿊
。
ග
ሇ
⾟
⾦
ル
ੱ
ࡱ
に
⼫

い
て
こ
れ
ま
で
ࡒ
එ
に
೘
り

ຎ
ん
で
い
⼖
。

㗊Ө

⽰
⾪
⾇
⾬
⽬
⽾
⾰
ไ
೟

（
ӻ
）
ே
の
ᇸ
ฝ
ያ
్
で
ถ

立
し
た
⾬
⽬
⽾
⾰
ไ
೟
事
઄

に
⼫
い
て
、
ไ
೟
者
の
୪
ྫྷ

ᅉ
့
৞
ま
れ
て
い
る
が
、
ど

の
⽏
⼍
な
対
応
を
ያ
࿊
し
て

い
る
か
。

ĸ 

ᇱ
ଌ
ࢸ
ภ
ᆪ
ྙ

⾬
⽬
⽾

⾰
ไ
೟
๔
ዿ
⾍
ス
を
ല
回
⼜

せ
る
な
ど
౫
࣍
ప
を
検
၀
中
。

（
㖲
）
⽲
⾃
⾦
イ
⾅
व
඘
は
。

ĸ 

ᇱ
ଌ
ࢸ
ภ
ᆪ
ྙ

aആ
ཆ

ไ
೟
व
඘
の
分
ై
ँ
も
౽
ኾ

に
ႚ
れ
、
柔
軟
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
໢
の
ಱ
問

»
౤
ど
も
の
未
጖
応
࣍
事
઄

»
ஸ
፼
者
の
౫
࣍
ప

（
㖱
）
⾎
⽺
コ
⾰
、
ス
⾛
⼇
⾅

⾄
⾍
イ
ス
に
৘
す
る
౫
࣍

（
㖲
）
ऴ
୦
保
଩
ፍ
の
୵
௶

ව
替
を
৊
༳
に
。

（
３
）
ࡤ
動
౫
࣍
の
充
ಲ

ᄤಱኴࡴ
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దႩဗ末に୰ࣆ૱बᆕད֋ָ֥֘౦ዛད֧֩׊

༌ႏဪሉતの೮ᇩにሻఆ୰ࣆธᅏを

㗊 

ઈ
ጰ
地
ત
の
中
࣡
ᆪ
で
あ

る
༌
ႏ
ဪ
ሉ
ત
、
大
਺
ત
、

ઈ
ጰ
中
༊
ત
の
中
඾
に
あ
る

田
ኪ
༭
ཕ
の
௻
එ
ᆪ
に
、
ሻ

ఆ
的
৿
Ⴗ
を
ಏ
⼫
୰
ࣆ
の
ธ

ᅏ
૱
ब
を
、
౦
民
の
ࡊ
全
ヅ

ࡊ
඾
の
ま
ち
⼬
⼖
り
の
৑
࿾
か

ら
も
ວ
਼
に
お
৪
い
し
た
い
。

ĸ 

৭
৿
৉
ጫ
৆

ሻ
ఆ
的

৿
Ⴗ
を
ಏ
⼫
୰
ࣆ
ธ
ᅏ
に
⼫

い
て
は
、
ᇓ
ถ
2Ӿ
Ⴉ
度
に
༌

ႏ
ဪ
ሉ
ત
か
ら
要
ሰ
ി
が
提

ഞ
⼜
れ
て
い
る
。
た
め
ཕ
๒

有
や
୰
ࣆ
ᆕ
地
の
問
題
が
あ

り
、
な
か
な
か
ಲ
ଵ
に
౼
ら

ず
ௗ
日
に
౼
っ
て
い
る
。
୰

ࣆ
૱
ब
ᆕ
地
の
一
ᆪ
は
ఖ
ኃ

൶
の
സ
有
地
と
な
っ
て
い
た

が
、
ద
Ⴉ
度
ቨ
に
ம
ႚ
を
し
、

ଵ
ఓ
は
୰
ࣆ
૱
ब
ᆕ
地
が

全
て
小
ᅖ
ઈ
౦
の
౦
有
地
と

な
っ
た
。
ௗ
後
は
ሻ
ఆ
的
৿

Ⴗ
を
ಏ
⼫
୰
ࣆ
ธ
ᅏ
を
Ⴊ
၈

に
ど
の
⽏
⼍
な
৿
Ⴗ
を
ಏ
た

せ
る
か
な
ど
地
域
ഉ
民
の
ฤ

や
౦
民
の
⼛
࡝
見
を
ౙ
い
な

が
ら
、
ວ
਼
に
૱
ब
を
検
၀

し
て
い
⼖
。

Ｑ 

઱
の
え
き

ミそ
ヅ
ら
ヅ
ら
ム

の
ࢥ
ࢪ
を
౪
࿊
৉
ጫ
者
⼿
ࡤ

行
し
て
は
い
か
が
か
。

ྙӨྥ　པӨႱ

㗊 

本
౦
に
お
け
る
ഞ
ภ
ጴ
෮

ࡤ
と
ᆊ
႟
ಓ
療
状
況
は
ど
の

⽏
⼍
に
な
っ
て
い
る
か
。

ĸ 

ᇱ
ଌ
ࢸ
ภ
ᆪ
ྙ

ᇓ
ถ
2ԃ

Ⴉ
か
ら
の
３
Ⴉ
間
の
ഞ
ภ
ጴ

は
、
വ
に
6Ӹ6
、

6Ӹԃ
、

6Ӹ6
と
෮

ࡤ
し
て
お
り
、
ଲ
൛
૓
୶
に

あ
る
。
ၟ
࿊
ᆊ
႟
ಓ
療
、
ཌྷ

ต
ᆊ
႟
ಓ
療
の
状
況
に
⼫
い

て
は
、
෇
請
࣊
べ
ଉ
෾
は
ᇓ

ถ
2ԃ
Ⴉ
度

ӽӾ
ଉ
、
ӽӺ
Ⴉ
度

Ӿ7
ଉ
、
፭
Ꭼ
ଭ
Ⴉ
度

ӿӺ
ଉ
と

Ⴉ
y
ໃ
इ
૓
୶
に
あ
る
。
小

ᅖ
ઈ
౦
で
は
新
た
な
౮
ప
の

一
⼫
と
し
て
一
ᄤ
ᆊ
႟
ಓ
療

に
⼫
い
て
ӿ
ቮ
ࣅ
を
එ
଺
と

し
た
助
ถ
制
度
を
拡
充
し
て

い
⼖
。
一
ᄤ
ᆊ
႟
ಓ
療
の
拡

充
を
す
る
こ
と
で
ະ
ཎ
౫
࣍

の
体
制
を
ஃ
⼖
౦
民
に
Ⴁ
知

し
て
も
ら
い
、
ᆊ
ࡊ
の
૴
ଲ

に
⼫
な
が
る
⽏
⼍
ဖ
め
る
。

㗊 

ᆊ
ࡱ
症
ಓ
療
に
対
し
て

助
ถ
့
の
೘
り
ຎ
⽆
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

㖺 

ᇱ
ଌ
ࢸ
ภ
ᆪ
ྙ

႟
ර
し

て
も
流
ౌ
や
౲
ౌ
を
繰
り
返

し
、
ഞ
ౌ
に
౼
ら
な
い
඘
஽

を
ᆊ
ࡱ
症
と
し
、
ᆊ
ࡱ
症

の
Ԃ
割
は
࿪
切
な
ಓ
療
を

೥
け
る
こ
と
で
ኅ
事
ഞ
ౌ
を

૸
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
ฝ
し

⼖
ጫ
解
を
し
て
い
た
だ
⼖
た

め
に
ග
ሇ
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
ଡ
で
は
ᆊ
ࡱ
症
ಓ
療
に

対
す
る
助
ถ
制
度
が
新
็
⼜

れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
౦
に

お
い
て
も
助
ถ
制
度
に
⼫
い

て
๶
୶
き
に
੤
ਢ
を
し
て
い

⼖
。
ま
た
ᆊ
ࡱ
症
ಓ
療
に
଺

ら
ず
、
႟
ᆎ
の
౫
࣍
ప
と
し

て
୪
ྫྷ
ᅉ
့
に
⼫
い
て
も
๶

୶
き
に
೘
り
ຎ
⽆
、
੤
ਢ
を

し
て
い
⼖
。

㗊 

ஸ
፼
者
を
中
඾
と
し
た

ო
い
ᆾ
ೕ
者
が
ໃ
इ
し
、
ෆ

௅
な
問
題
と
捉
え
る
が
、
౦

は
ど
の
⽏
⼍
に
ண
え
る
か
。

ま
た
ࡤ
動
ス
⼇
⾎
⼇
の
事
઄

࿶
्
を
拡
充
し
て
は
ど
⼍

か
、
౦
の
見
解
は
。

㖺 

ᆵ
౵
ᆪ
ྙ

ࢥ
࿼
ኘ
੔
ආ

の
自
೗
返
Ⴖ
့
に
⽏
り
、
ࡤ

動
手
ཌ
の
な
い
ஸ
፼
者
့
ო

い
ᆾ
ೕ
者
の
௘
੅
状
況
は
ௗ

後
ໃ
इ
す
る
と
Ⴁ
ಡ
し
て
い

る
。
౦
が
৘
ይ
す
る
ࡤ
動

ス
⼇
⾎
⼇
に
⼫
い
て
は
、
࿯

༄
の
な
い
૫
໗
ต
が
あ
る
こ

と
か
ら
ಲ
౮
の
ई
ᄵ
に
⼫
い

て
検
၀
し
て
い
き
た
い
。

ᄀӨ༭　୻Өᇌ

ᆊࡱ൵ಓፑ໴ప֧ოփᆾೕೄ਽అを

؀ーׯに໴֘׊๶向֌֩੤議をු׊׀

ĸ

ౌ
઄
૪
అ
ᆪ
ྙ

፭
Ꭼ
Ӿ

Ⴉ
度
の
၏
ႚ
に
୶
け
て
、
ඞ
፯

့
を
ू
ฝ
し
ࢥ
ࢪ
࡙
ࡿ
व
့

で
࿪
切
な
౪
࿊
৉
ጫ
ፍ
な
ど

੤
ਢ
を
重
⼴
て
い
⼖
。
ວ
期

の
၏
ႚ
に
ဖ
め
、
ጦ
ዿ
者
に

対
す
る
⽲
⼇
⾐
ス
୶
එ
や
৉

ጫ
ࢥ
ࢪ
૪
ᅉ
の
ణ
ଲ
な
ど
、

൙
጖
に
わ
た
り
୲
ጴ
的
な
૪

ࢪ
を
෨
り
、
୪
流
෗
୵
の
拡

大
に
⼫
な
⼙
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

小
ᅖ
ઈ
ࣽ
๜
こ
と
⼽
き

は
、
す
で
に
౪
࿊
৉
ጫ
者
に

し
て
ࢥ
ࢪ
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
に
⼫
い
て
ౙ
⼍
。

ĸ 

ᇱ
ଌ
ࢸ
ภ
ᆪ
ྙ

ᇓ
ถ
ӽӻ

Ⴉ
㖴
ଈ
⽏
り
౪
࿊
৉
ጫ
者
制

度
を
၏
ႚ
し
、
৉
ጫ
ࢥ
ࢪ
઄

ኃ
を
࡙
༛
し
て
い
る
。
࡙
༛

後
の
૪
ࢪ
状
況
は
୻
࿼
し
て

い
る
。
要
ࢀ
と
し
て
は
、
๔

኷
ต
の
ஸ
い
⽲
⼇
⾐
ス
の
提

供
や
ᅉ
ዿ
に
お
い
て
も
コ
ス

⾅
の
ణ
ଲ
に
ဖ
め
た
こ
と
が

ண
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
⾖

⾰
⾅
့
で
は
、
ౄ
इ
者
⽏
り

一
ᆪ
ᅉ
ዿ
を
྇
収
し
て
ಲ
౮

し
て
い
る
。
ௗ
後
も
౦
民
に

࠮
⼜
れ
る
౮
็
と
な
る
⽏
⼍

౪
࿊
৉
ጫ
者
と
の
ᎌ
ૢ
を

෨
っ
て
い
き
た
い
。

ᄤಱኴࡴ
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議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼議会だƽƿ ༌ 61 ஼

౦ज़ད೗ጅ᎓๦に։け׊ೲ๼૱ब֮

ప定ያ定のၗ᎓ࡥಏᇸೲ૱बにࡔམᆋけ׊

༭Өཀྵ　ᎬӨየ

㗊 

౦
ज़
地
೗
要
᎓
๦
に
お

い
て
は
ऀ
෯
ၗ
৉
᎓
୿
事
に

ᄔ
⼍
ᇲ
ົ
復
੊
ࡒ
வ
、
供
ዿ

Ⴉ
෾
が
૪
थ
す
る
に
⼫
れ
᎓

ኜ
の
ໟ
ോ
ヅ
ᎀ
ँ
が
ු
ん
で

お
り
、
そ
の
対
ప
が
ड
題
で

あ
る
。
ௗ
後
、
౦
で
は
ያ
ሻ

保
全
型
の
ࡥ
ಏ
৉
ጫ
に
ဖ
め

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
ಲ
୲
ต
を
担
保
す
る
た
め

の
ೲ
๼
૱
ब

（
଼
ᇠ
૱
ब
）

が
ᅢ
要
で
は
。

ĸ 

ဒ
౦
ଔ
็
ᆪ
ྙ

立
地
࿪

ฝ
ँ
૱
ब
で
い
⼍
੍
ഉ
ዤ
၏

ત
域

（
౦
ज़
地
）
の
೗
要
な

঴
๦
ၗ
᎓
に
⼫
い
て
も
、
ௗ

後
ప
࿊
を
ያ
࿊
し
て
い
る
ၗ

᎓
ࡥ
ಏ
ᇸ
ೲ
૱
ब
の
中
で

ࡔ
མ
ᆋ
け
を
し
、
本
૱
ब
に

࣎
っ
て
有
୲
な
ఖ
ଳ
を
確
保

し
、
૱
ब
的
に
ࡥ
ಏ
ᇸ
ೲ
を

ු
め
た
い
。

ň 

⻆
Ƨ
ƨ
আ
ǁ
ጴ
⻇⺯⻆
Ǆ
ƕ

Ɩ
઻
ǁ
ፘ
⻇⺯⻆
ᇓ
Ɣ
ǈ
ต
⻇
Ɵ

ƞ
ೲ
๼
Ơ
ႚ
ǀ
ৰ
മ
⺺
ၗ
᎓
ࡥ

ಏ
৉
ጫ
ৰ
മ
⺻
Ƥ
ŷ
ǀ
ƀ
⺰

ĸ 

ဒ
౦
ଔ
็
ᆪ
ྙ

ଵ
ཌ
ॎ

で
は
ነ
確
な
ৰ
മ
を
࿊
め
て

い
な
い
。
ே
ୃ
ᇸ
助
ঊ
ዿ
事

઄
は
ᇸ
助
要
ଉ
に
ಘ
⼜
れ
る

ৰ
മ
に
⽏
り
ಲ
౮
し
、
ቦ
、

ภ
ঊ
ၗ
᎓
に
⼫
い
て
は
ೲ
๼

に
ጦ
ዿ
で
き
る
ᇸ
助
事
઄
は

ड़
ဴ
し
な
い
た
め
ၗ
᎓
と
し

て
の
৿
Ⴗ
を
௻
࿃
଺
担
保
で

き
る
ᄧ
ࡗ
の
ᇸ
ೲ
と
な
る
。

ௗ
後
、
ၗ
᎓
ࡥ
ಏ
ᇸ
ೲ
૱
ब

を
ప
࿊
し
て
行
⼖
中
で
ၗ
᎓

の
⽭
ル
⼇
⾔
分
け
を
し
ᇸ
ೲ

の
ৰ
മ
と
ሑ
ሓ
を
ண
え
た
い
。

要
ሰ

　
౦
ज़
地
೗
要
᎓
๦
は

ミ
そ
の
ज़
の
৩
ム
で
あ
り
、
ഉ

༔
地
を
ྫྷ
る
᎓
๦
で
あ
る
こ

と
か
ら
ව
動
⼿
の
ვ
ፄ
も
ᅢ
要

で
あ
る
。
ミ
঴
๦
ム
と
ミ
౦
ज़
地
ム

に
お
け
る
ၗ
᎓
の
ต
ಱ
を
ત

ᇠ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

൚Ө๖　ଥӨಓ

፭Ꭼ㕷Ⴉဗ末にֺֻরፇ֘׊ያ定

෯ၗபท　ุኚبؖװト৉のᆑ็໼և֮ःႩֽ֦かか׊のか

小川ච水場 ę

ę
小
๖
౦
ज़
地
を
ᄌ
け
る
౦
ၗ

ࡹ
඗
઱
஗
ᄇ
小
๖
ࢾ
૪
ዡ
ุ
ࣰ
ࢾ
行

（小
๖
中
࣡
⾍
ス
࿄
ᆋ
ઝ
）

㗊 

小
ᅖ
ઈ
౦
の
፭
Ꭼ
３
Ⴉ
度

೗
な
新
ਊ
事
઄
を
ౙ
⼍
。

Ғ
੉
ඳ
⽸
⾰
⽼
⼇
民
間
ঊ
፛
事
઄

ғ
୰
੢
౮
็
ያ
ዃ
⽴
ス
⾃
⾝
事
઄

Ҕ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
⾬
⽬

⽾
⾰
ไ
೟
事
઄

ҕ
ま
ち
⼬
⼖
り
構
ມ
ৰ
本
૱
ब

ప
࿊
事
઄

Җ
৭
଩
⾓
ロ
⾀
⽬
ᇑ
့
࿯
ੌ
ᇸ
助
ઞ

җ
ৄ
੩
⾒
⽤
ス
⾃
⽠
⾍
ル
事
઄

ĸ 

৫
ब
ఖ
ท
ᆪ
ྙ

Ғ
ࡊ
全
ࡊ
඾
な
学
஑
੉
ඳ
を
提

供
す
る
た
め
ྔ
ጫ
઄
ኃ
に
民
間

ঊ
፛
を
၏
ႚ
す
る
。

ғ
新
し
い
ያ
ዃ
⽴
ス
⾃
⾝
の
၏
ႚ
に

⽏
り
⾎
⽺
コ
⾰
や
ス
⾛
⼇
⾅
⾒
⽦
⾰

か
ら
ያ
ዃ
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
ྫྷ

り
෇
請
ി
に
⽏
る
手
໗
き
も
ई
Ⴗ
。

Ҕ
⾬
⽬
⽾
⾰
が
ၫ
き
಑
༌
、
໒

や
か
に
ไ
೟
が
で
き
る
⽏
⼍
മ

ᅏ
を
ු
め
て
い
⼖
。

ҕ
㖴
⼫
の
構
ມ
の
中
の

ミ
そ
ら

ら
拡
྅
構
ມ
ム
に
⼫
い
て
の
ৰ

本
૱
ब
を
ప
࿊
す
る
事
઄
で
あ

る
。

Җ
⾓
ロ
⾀
⽬
ᇑ
့
の
ရ
ह
に
⽏

る
ᅇ
॔
を
ሻ
౱
す
る
た
め
の
࿯

ੌ
୿
事
に
対
し
ᇸ
助
ઞ
を
୪
ᆋ

す
る
も
の
。

җ
ミ⽹
ロ
⽨
⼇
⾙
⾰
⽴
⾃
⽠
๓
言
ム

の
೘
ຎ
⽆
を
၃
ま
え
、
ま
た
㗌
㖽

㗀
㗦
に
૒
る
ड
題
も
⾒
⽤
ス
⾃
⽠

⾍
ル
の
中
に
ม
௔
ん
で
い
⼖
。

㗊 

෯
ၗ
事
઄
の
ଵ
状
と
ड
題
に
⼫

い
て
ౙ
⼍
。

Ғ
੉
෯
ᆗ
ਸ
ጴ

ғ
ኅ
୲
෯
ፘ
と
有
୲
ጴ

Ҕ
৉
᎓
対
ప
　
ุ
ኚ
⽸
メ
⾰
⾅
৉

ҕ
ፍ
ઞ
体
૩

Җ
ஃ
域
ँ
の
෮
ු

ĸ 

෯
ၗ
અ
ྙ

Ғ
፭
Ꭼ
ଭ
Ⴉ
度
ቨ
ଵ
ఓ
で
㖹
㖵
ツ
㖶
²

ଡ
ᇓ
ઍ
ᆗ
ਸ
ጴ
は
ᇓ
ถ
ӽӺ
Ⴉ
度
ቨ
で

㖹
㖴
ツ
㖷
²

ғ
ኅ
୲
෯
ፘ
の
೗
な
要
ࢀ
は
᎝
෯
で
、

፭
Ꭼ
ଭ
Ⴉ
度
の
ኅ
୲
෯
ፘ
は
㖶
㖶
ቮ

㖶
ッ
㖹
㖹
㖵
㌒
、
᎝
෯
ଉ
෾
は
㖱
㖶
㖴

ଉ
ᄇ
ภ
。
ኅ
୲
෯
ፘ
を
除
⼖
有
୲
ጴ
は

㖸
㖸
ツ
㖱
²

（፭
Ꭼ
３
Ⴉ
㖱
ଈ
ቨ
ଵ
ఓ
）

Ҕ
ุ
ኚ
⽸
メ
⾰
⾅
ஏ
新
୿
事
、

፭
Ꭼ
㖲
Ⴉ
度
ቨ
に
は
㖲
㖸
ツ
㖵

㗄
㗠
ま
で
ଲ
൛
の
見
௔
⽆
。

ҕ
୵
૜
2Ӻ
Ӂ
で
㖱
⽮
ଈ
あ
た
り

2Ӻ
㌒
の
෯
ၗ
を
ౚ
ዿ
し
た
඘
஽
、

本
౦
の
෯
ၗ
ፍ
ઞ
は
ӻ
⽮
ଈ
あ

た
り
３
ッ
㖵
㖵
３
ࣅ
と
な
る
。

Җ
ุ
ࣰ
౦
ᇖ
⼺
に
ୈ
ሾ
෯
ၗ
৫

઄
ཆ
の
３
者
で
૫
໗
的
に
࡝
見

୪
হ
व
を
ಲ
౮
し
て
い
る
。

㗊 

ุ
ኚ
⽸
メ
⾰
⾅
৉
の
ᆑ
็
替

え
は
ः
Ⴉ
ま
で
か
か
る
の
か
。

㖺 

෯
ၗ
અ
ྙ

ᇓ
ถ
2Ԃ
Ⴉ
度
か

ら
፭
Ꭼ
㖷
Ⴉ
度
ま
で
の
ӻӺ
Ⴉ
間

で
૱
ब
し
て
お
り
、
፭
Ꭼ
㖷
Ⴉ

度
ቨ
に
は
、
ุ
ኚ
⽸
メ
⾰
⾅
৉

の
ᆑ
็
替
え
は
⽂
⽃
র
ፇ
ያ
࿊
。

ᄤಱኴࡴ
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ุӨ࠸　࡮

ೕೄ໴ప֦ؔשのࡴᆪ଼別೭ആのວৼಲଵを

ᆵ౵֧ৄ੩֋ᎌૢ֖ྔ௮ଞ੄にဖ׀ଙ၀֘׊

ஷӨ೘　କӨࡴ

小๖୰ኁ৛೮ᇩธᅏは୰ኁ৛৿ႷǇࡥಏでƂǀのƀ

৿Ⴗを֔らにഊಲ֚֔ಱのஸփתー؈スを࿓੝֖֞փ

ＱӨ

੊
小
๖
小
ヅ
ਪ
小
の
฿
地

೮
ᇩ
ธ
ᅏ
構
ມ
の
ු
ྜྷ
状
況

に
⼫
い
て

ĸ 

ຳ
ኃ
ᆪ
ྙ

੊
小
๖
小
学

஑
฿
地
は
౤
ど
も
༥
が
ࡊ
඾

し
て
ዥ
べ
る
ஃ
඘
や
౦
民
の

୪
流
੐
࿾
と
し
て
ธ
ᅏ
し
、

೮
ᇩ
ธ
ᅏ
は
ᇌ
ँ
、
ੱ
ࡱ
、

፾
ౝ
の
ኜ
を
ໞ
重
し
た
一
体

的
な
ธ
ᅏ
に
୶
け
て
೘
り
ຎ

ん
で
い
⼖
。
੊
ਪ
小
学
஑
฿

地
は
ሻ
ࢸ
൶
と
の
ᇸ
ൌ
૚
ዃ

に
ኬ
ထ
が
⼫
き
、
፭
Ꭼ
３
Ⴉ

度
に
஑
಻
、
⾔
⼇
ル
့
が
解

体
ያ
࿊
と
な
る
。

要
望

　
౦
民
の
ॉ
⼜
ん
が
৵

ሰ
を
ಏ
て
る
⽏
⼍
な
イ
メ
⼇

⽵
෨
့
で
ธ
ᅏ
構
ມ
の
ග
ሇ

ᄇ
ම
を
し
て
⽂
し
い
。

Ｑ 

中
学
஑
ᆪ
ঊ
動
॒
ᆪ
౪

၏
者
့
の
充
ಲ
ँ
に
⼫
い
て

ĸ 

ੱ
ࡱ
ྙ

ద
Ⴉ
㖹
ଈ
の
ᆪ

ঊ
動
౪
၏
中
に
ภ
じ
た
事
ࡎ

を
ੱ
ો
に
、
௺
ᄇ
ሻ
౱
に
୶

け
ᆪ
ঊ
動
の
ఓ
り
ሑ
に
৘
す

る
ঊ
動
ሑ
෕
の
ၾ
ዴ
の
見
ྞ

し
を
行
っ
た
。
⾙
⾦
⾰
⾃
⽠

⽟
を
৞
め
た
੤
፛
を
い
た
だ

⼖
ॉ
ዻ
に
は
、
ঊ
動
状
況
の

࿊
期
的
確
Ⴁ
、
ᅢ
要
に
応
じ

て
の
ኜ
ཎ
့
、
ະ
ཎ
౫
࣍
体

制
を
充
ಲ
⼜
せ
て
い
⼖
と
੢

に
、
ོ
Ⴅ
な
๊
ነ
の
も
と
ࢂ

き
໗
き
੤
፛
を
お
৪
い
し
て

い
⼖
。

要
望

　
ௗ
回
の
事
ࡎ
を
ੱ
ો

に
、
学
஑
や
ੱ
ࡱ
࡙
ࡿ
व
の

৭
৿
৉
ጫ
体
制
の
一
ພ
の
୶

එ
を
切
に
ሰ
⽇
。

Ｑ 

ၤ
੍
ஸ
፼
者
や
ඏ
が
い

့
の
あ
る
ฌ
໷
⼿
の
⽱
⾜
の

一
ᆪ
଼
ᇠ
収
ആ
に
⼫
い
て

Ａ 

౦
ኁ
ภ
ঊ
ᆪ
ྙ

ৄ
੩
൶

の
ྔ
査
で
は
、
一
ᆪ
଼
ᇠ
収

ആ
の
対
応
を
し
て
い
る
自
ಓ

体
は
３
㖸
㖷
౦
ત
ྎ
໠
で
、

全
体
の
2ӽ

ヅ
㖵
²
が
ಲ
౮
し

て
い
る
ଵ
状
。
౦
で
は
こ
の

ࡎ
ଉ
に
⼫
い
て
、
೓
手
ධ
ࡿ

の
ท
ప
૛
ถ
ಲ
๯
ଞ
੄
で
ం

ዿ
⼜
れ
、
制
度
၏
ႚ
の
ฏ
ᅋ

に
⼫
い
て
ભ
体
的
検
၀
が
決

࿊
⼜
れ
た
。
ே
の
ၟ
ᇠ
୪
ᆋ

ฯ
ຂ
མ
の
ঊ
ዿ
も
౽
ኾ
に
ႚ

れ
、
ࢂ
き
໗
き
検
၀
し
て
い

⼖
。

௺
ň 

ᆵ
౵
ᆪ
と
ᎌ
ૢ
が
ᅢ

෦
と
な
る
が
見
解
は
。

௺
ĸ 

ᆵ
౵
ᆪ
ྙ

ৄ
੩
ヅ
ᆵ

౵
が
ᎌ
ૢ
し
ଵ
ఓ
ග
ሇ
を
収

ആ
し
て
い
る
。
⾈
⼇
⽷
に
஽

わ
せ
た
౫
࣍
が
で
き
る
⽏
⼍

ಲ
౮
に
୶
け
て
検
၀
し
て
い

き
た
い
。

㗊 

小
๖
୰
民
৛
೮
ᇩ
ธ
ᅏ
で

は
、
小
๖
୰
民
৛

ヅ
੊
小
๖
ዲ

བྷ
ࣆ
な
ど
を
解
体
し
て
ཱུ
ೆ

඘
を
ธ
ᅏ
し
、
小
๖
෨
ി
৛

ヅ

ಃ
ፍ
৛
を
ໃ
築
し
て
、
୰
民

৛
৿
Ⴗ
を
ࡥ
ಏ
で
き
る
⽏
⼍

に
見
ྞ
し
、
未
጖
の
౤
ど
も

た
ち
の
た
め
፾
ౝ
と
ᇌ
ँ
の

ま
ち
⼬
⼖
り
を
要
ሰ
す
る
。

ĸ 
ဥ
ဂ
౦
ྙ

小
๖
෨
ി
৛

ヅ

ಃ
ፍ
৛
の
ଵ
ఓ
の
৿
Ⴗ
を
⼜
ら

に
充
ಲ
⼜
せ
る
こ
と
で
、
౮
็

ጦ
ዿ
者
に
、
⽏
り
ಱ
の
ஸ
い
⽲
⼇

⾐
ス
が
提
供
で
き
れ
ば
と
ண
え

て
い
る
。
ま
た
、
小
๖
小
学
஑

฿
地
は
、
฿
地
ጦ
ঊ
ዿ
ሑ
෕
に

ৰ
⼬
き
、
こ
れ
か
ら
ธ
ᅏ
を
ු

め
て
い
⼖
。
ธ
ᅏ
を
ු
め
る
එ

で
は
、
೮
ᇩ
を
一
体
的
に
捉
え
、

地
域
の
ঊ
ต
ँ
に
⼫
な
⼙
た
い
。

㗊 

੉
ඳ
⽸
⾰
⽼
⼇
を
民
間
࡙

༛
に
す
る
ኬ
的
、
メ
⾧
⾀
⾅
ヅ

⾄
メ
⾧
⾀
⾅
は
。

ĸ 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

໣
ዻ
な
求
෗

ი
体
を
ঊ
ዿ
し
た
ᆳ
ஃ
い
୓

ዿ
や
਼
な
ଁ
ࡿ
ಐ
の
応
࣍
手

ვ
な
ど
の
対
応
が
ई
Ⴗ
と
な

り
、
઄
ኃ
ಐ
間
を
有
୲
に
ঊ

ዿ
で
き
る
。
ま
た
、
民
間
ঊ

፛
を
၏
ႚ
し
、
ஸ
度
な
ࢸ
ภ

৉
ጫ
を
ಲ
๯
す
る
こ
と
で
、
⼜

ら
な
る
ࡊ
全
ต
を
確
保
す
る
。

ଖ
ࡎ
事
ஶ
は
、
い
か
に
ዓ
良
な

࡙
༛
先
を
๰
࿊
で
き
る
か
で
、

学
஑
੉
ඳ
の
࡝
ਟ
を
ഋ
分
ጫ

解
し
、
໣
⼖
の
઄
ኃ
ಲ
฻
や
ዓ

れ
た
ࢥ
ࢪ
Ⴗ
፛
の
あ
る
઄
者
を

๰
࿊
す
る
ᅢ
要
が
あ
る
。

㗊 

ࢸ
ภ
৉
ጫ
、
ࡊ
全
対
ప
⼿

の
ࢬ
੽
は
ኅ
い
か
。

㖺 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

৭
৿
৉
ጫ
⾛

⾈
⾢
⽟
ル
に
ৰ
⼬
き
、
੉
ඳ

の
検
ඳ
に
⽏
る
確
Ⴁ
や
ඳ
ఔ

の
検
収
、
ྔ
ጫ
थ
࿘
に
お
け

る
ࡣ
ᆾ
௢
ႚ
の
確
Ⴁ
を
ಲ
౮

し
、
ࢸ
ภ
৉
ጫ
の
࿮
࿌
を
૫

໗
す
る
。
ま
た
、
⽟
⾩
ル
⽫
⼇

対
応
੉
ඳ
の
ࡊ
全
対
ప
も
、

こ
れ
ま
で
၍
ዻ
に
ࢯ
ጊ
ੱ
ዏ

や
ੱ
ࡿ
と
ᎌ
ૢ
す
る
。
౗
ዻ

ി
に
は
、
⽟
⾩
ル
⽫
⼇
対
応

ඳ
฽
႞
者
の
ვ
མ
を
ነ
਋

し
、
ಱ
の
୶
එ
を
ኬ
౪
す
。

㗊 

ሺ
田
౦
の
小
学
஑
で
民
間

࡙
༛
の
੉
ඳ
に
ࡣ
ᆾ
௢
ႚ
と
の

新
ᇍ
ሇ
ၗ
が
あ
っ
た
が
、
⾅
⾦

⾓
ル
ᄇ
ภ
ಐ
の
対
応
を
ౙ
⼍
。

ĸ 

ੱ
ࡱ
ᆪ
ྙ

⾛
⾈
⾢
⽟
ル

に
ഌ
い
、
੉
ඳ
の
中
ཉ
や
ᅇ

॔
状
況
の
Ⴞ
࠶
、
学
஑
ၾ
や

৘
૒
৿
৘
⼿
の
ᎌ
ጛ
対
応
့

を
行
い
、
ମ
ࢀ
੄
ነ
と
ू
๷

ప
を
検
၀
し
௺
ᄇ
ሻ
౱
の
࿮

࿌
を
෨
る
。
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議会だƽƿ ༌ 61 ஼

༌ 59 ष ȂȗǧȞǳǚǏǥ

½応ᇻሑሓ　はがき・(#: などで、住所、氏名、ǚイǥのးŽを明記

            してご応ᇻください。また、議会や本౸に対するご࡝見

            やご感ມをŷわせてお৳せください。

½࿙めโƿ　፭Ꭼ３Ⴉ５月 31 日（月）まで　＊ဴ日൯ࡽ有୲

½応ᇻ๐　  Æ 319�0192　小ᅖ玉市଒ຘ 835　

            小ᅖ玉市役所議会事務局ࡀ　(#: g0299�48�1199  　　            

          ¸応ᇻに৘する଼෗ග報は、Ȃȗǧントのຽ付॒ࡒには

            ጦ用しませǈ。

          ¸ǚイǥဴ๰ೄ브はඳ事଎のᄇຽをƷっておཐƾせします。

¾༌ 58 षǚイǥのฝ解g  ኴҒ 6ӺӠኴғ 議会活性化ӠኴҔ 26　

ǚǏǥࣤᇻೄのሑƭ

　いつƷ議会ஃ報を࠮ၥいただき、ŷƿがとŻごƋい

ます。ဴ๰ೄƭのȂȗǧントᆀがऀ記の࿷ᇲでごጦ用

できるඳ事଎となƿましたのでおཐƾせします。

¾ጦ用࿷ᇲ　

　  ǘȎトル・Ǧǩン（小ᅖ玉市ᆪಬ 1068�8）

    ઱のŽき�ƒ・ƾ・ƾ�ȗストȔン
　  ƖƸŷしƺŻ਌໖（小ᅖ玉市౅ኾ 1628�44）

¾ጦ用ৼ限   ፭Ꭼ４Ⴉ３月 31 日まで

  　　市ኁのฤ

、ଣ࡝の֓ג֔֎֞ ֓শມցり֋֧օ֓֕փֽ֖֞Փ

  　議員بיター׬بッ،ౄइೄのฤ

とାֵにִさט׻׬׾بؙؗי׵

、しփ׎ ׇりׇփ小美玉市にす

るため、 議員のሑやዂസのሑが

ෞ፛されてփるとশ֗ました。

਌ഓな૪ଫができօれしか֢た

です。 今後の小美玉市のᄇ࿶が

ॼし־です。  ໃ౅さん

議員は౶たちのཐらなփと

ころで、 市ኁのためにࡴภ

ଖ኏活၌してփるとཐり、

ಛᇀも൙጖、 ༱かのためを

ணևて౗ಈをしてփきたփ

と౩փました。

 ცຘさん

ཨ࣡௬から

ඛᄰ་ॺӠໃ౅ါஷさん、ცຘ־のりさん、ࡹ඗؟עストੱ་ॺӠྙ༭๖ፏआさん

඗ଡ෯୅౫部་会で議員と୪ጺするॺภ༥ࡹ▲ （ԝԟԞ ሓ෗׾ットיל׭؉ー /ԡ㕲Ⴉవࢬ）

・Ĩ෗でƷ໣くのሑが市議会だƽƿをၥƵƈとにƽƿ

感඾、理解、ਝ問をಏつƈとが、ଅऐとしてƴǈな

が住ƴやすい市になるƽŻに౩います。

（ঢ・5さǈ࢏）  

・ॺ஑が਷஑になってƷ自༔でȕモート೨઄が受けƾ

れるƽŻに、ວくธᅏをුめてƷƾいたいです。ス

ǿーǴ感をƷった対応をৼ໸しています。

  （ᄀ༭・5さǈ）

・大ॺภ 20 ༉です。๐日ዕ෗Ʒ議会だƽƿをၥǈで

いたƈとをཐƿ੿きました。ƈれƀƾƷ౶༥ฌ༉Ʒ

੹ታのಏてるၾዴの議会だƽƿをƽǂしくお願いし

ます。 （ಶஸ・*さǈ）

・議会だƽƿ 60 ஼ᄇ行おめでとŻごƋいます。ƈれ

ƀƾƷ市ኁにැしまれる議会だƽƿをৼ໸しています。

  （ஸఞ・5さǈ）

・議会だƽƿをしƴƍƴၥǈでƴました。ഷめてཐる

ƈとが໣くŷƿました。ƷŻ൛し市ทに৘඾をಏた

なくてはと感ƍました。 （ይ༘・6さǈ）

　ௗषの議会だƽƿ༌ 61 ஼の中ƀƾ、問༎を３つഞ༎します。

ฝ解したሑの中ƀƾཬ๰で、10 名のሑにǘȎトル・Ǧǩンと઱

のŽき�ƒ・ƾ・ƾ�ȗストȔン（ƖƸŷしƺŻ਌໖）でጦ用

できるඳ事଎（2�000 。ᇀ）をȂȗǧントしますࣅ

ƑƧご応ᇻくださいj　

　　　

ኴҒ　令和３年ဗࡴᄤ会૱ဴഷ予్ºººࣳ ��800 ቮࣅǇईଂ　

ኴғ　਍ጵంଂは議ྙƁ議員Ơººの࡝౩ᅳಘǇਿƶǀሑሓのƧƝƙ

ኴҔ　次の６月定例会の開会予定は６月º日 

ȂȗǧȞǳǚǏǥ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
い
ま
だ
収

束
の
メ
ド
が
立
た
ず
に
お
り
、
自
粛
の
要
請
と
解

除
を
繰
り
返
す
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
戦

略
的
な
医
療
の
提
供
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
３
度
の
感
染
拡
大
に
見
舞
わ

れ
、
対
応
は
後
手
に
回
り
、
検
査
の
拡
充
や
病
床

の
確
保
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
と
の

闘
い
は
長
期
戦
で
先
を
見
据
え
、
抱
え
て
い
る
問

題
を
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

感
染
拡
大
を
有
事
と
捉
え
、
地
域
全
体
で
コ

ロ
ナ
の
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
重
症

患
者
は
大
学
病
院
、
回
復
期
は
中
小
の
民
間
病

院
な
ど
あ
ら
か
じ
め
役
割
分
担
を
決
め
て
お
き
、

感
染
状
況
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
切
り
替
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

未
知
な
こ
と
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
は
勇
気

が
い
り
ま
す
。
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
戦
を
見

据
え
た
私
た
ち
の
行
動
や
一
言
は
、
き
っ
と
そ
の

状
況
を
変
え
る
大
き
な
助
け
に
な
る
は
ず
で
す
。                         
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発
行

＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単

な受付（氏名・住所等の記入）が必要です。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の対応策として、３密

（密閉・密集・密接）を避けるために入場を制限さ

せていただきます。ご理解をお願いします。

＊委員会等の詳しい日程については、６月２日に開

催する議会運営委員会で協議します。議会事務局

までお問い合わせください。

＊定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映

を行っています。本庁舎、小川総合支所、玉里総

合支所 1 階ロビーに設置されているＴＶモニター

でご自由にご覧いただけます（受付は不要）。

　６月３日（木）開会予定 

　  次の定例会は

です

見やすいユニバーサルデザインＵＤフォントを使用しています。

６月定例会予定

日 月 火 水 木 金 土

30 31 6/1 ２ ３
本会議

（開会、議案

  説明等）

４ ５

6 7 8

  

9
本会議

（一般質問）

10
本会議

（一般質問）

11
本会議

（一般質問）

12

13 14

常任委員会

15

常任委員会

16

常任委員会

17 18
本会議

（報告、採決、

　　　閉会）

19
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　　議会活性化特別委員会からの報告

6月定例会より

ペーパーレス化に向け、 タブレット端末を運用！

小美玉市議会では、 6 月の第 2 回定例会から会議の効

率化やペーパーレス化などを目的としてタブレット端末の

運用を開始します。

   執行部から提出される議案書等の資料は、 原則、 タブ

レット端末で確認することになります。本会議はもちろん、

すべての委員会が対象となり、 本格的にペーパーレス化

が進むことになります。

  また、 今後、 執行部も含めて、 議会のＩＣＴ化を推進す

ることで、 さらなる会議の効率化や紙資料の削減が期待

できます。

▲タブレット端末研修の様子 （４/7 議会活性化特別委員会） ▼




